


発刊にあたり

陸前高田市教育委員会

教育長熊谷睦男

陸前高田市は、温暖な気候のもと多くの美しい自然環境に囲まれ、太古の昔から現在に

いたるまで、海に川に、そして北上山系の山々から、四季折々、多くの恩恵を受け発展し

てまいりました。中でも海からの恵みは大きく、本市の礎を築いた先人達にとって目の前

に広がる広田湾は豊富な生活の糧を与えてくれた偉大な存在であり、本市の歴史は海を除

いては語れません。このことは、市内諸々で確認できる貝塚をはじめとした遺跡からも、

その海に依った豊かな生活が営まれた跡を伺い知ることができます。その数は現在確認さ

れているものだけで優に20 0ヶ所を超え、当市は、岩手県内でも 「遺跡の宝庫」と呼ぶ

にふさわしい地域の一つと言えるのではないでしょうか。それだけに、市勢の発展に必要

不可欠な各分野の近代開発と、これら貴重な遺跡の保護との両立には、特に意を注いでき

たところです。近年増加傾向にある、これら開発事業につきましては、関係機関と事前の

協議をとり進め、調整を図ってはおりますが、やむを得ぬ事情により緊急発掘調査を実施

するに至っております。

失われた埋蔵文化財は二度ともとに戻りません。そのため、調査にあたっては、埋蔵文

化財を有効に活用するため、市内の児童•生徒を対象に、発掘体験教室を設けました。 あ

いにくの小雨模様の中での作業になってしまいましたが、子供達は夢中で発掘に取り組み、

体験学習を通じて次世代を担う子供達に、遺跡がもつ魅力と埋蔵文化財の重要性を認識さ

せるうえで大変意義深いものであったと思います。

近年は、考古学プームで、各地方から発掘調査等のニュースが毎日の様に流れますが、

この様な社会情勢の中にあっての 「堂の前貝塚」の緊急発掘調査の実施は、今までにもま

して注目、期待されたところであり、膨大な量の出土遺物や竪穴住居の発見等の成果があ

りました。

この度ここに、 「堂の前貝塚緊急発掘調査報告書」が発刊されましたことは、陸前高田

市の先史、とりわけ本市の縄文時代中期から後期までの生活史を知るうえで大変意義深い

ことと言えます。本書を地域の方々をはじめ研究者の方々にご活用いただき、ひいては文

化財保護思想のさらなる普及啓蒙にお役立下されば幸いです。

おわりに、この調査に際しましては、常にご指導、ご協力をいただきました岩手県教育

委員会文化課と作業に従事して下さった多くの方々、並びに関係各位、また学問的見地か

らご教示を賜りました諸先生方に対し、深く感謝申し上げるとともに、今後ともご指導、

ご協力を賜りますようお願い申し上げます。

平成9年3月



例 言

1 本書は、岩手県陸前高田市米崎町字堂の前地内に位置する堂の前貝塚の発掘調査報告書であり、

平成8年度に行われた調査結果をとりまとめたものである。

2 調査は、「団体営農道整備事業農道久野立山線改良工事」に伴う事前の緊急発掘で、陸前高田市

農政課より依頼を受け、陸前高田市教育委員会社会教育課で担当した。調査期間、調査体制は以下

のとおりである。

調査期間第一次調査平成7年 11月27日～平成7年12月19日（試掘調査）

第二次調査平成8年 11月 5日～平成8年12月14日（本調査）

調査体制 団長

総括

事務局

陸前高田市教育委員会教育長熊谷睦男

社会教育課長鈴木政行（平成7年度）、上部修一 （平成8年度）

社会教育課長補佐 菊池政雄

農政課長村上征郎、同主査菅原耕之、同係長津田耕節、

同主任石井泰子、同主事黄川田次男

調査担当者 平成7年度 社会教育課主事 吉田功

平成8年度 市立博物館専門研究員細谷英男、市立博物館主任佐藤正彦

同主事兼学芸員補熊谷賢、社会教育課主事補高橋和弥

3 野外調査は、平成7年度は吉田が、平成8年度は細谷、佐籐、熊谷、高橋が行った。室内整理は、

佐藤、熊谷、高橋が行った。

4 執筆は、 Iは高橋が、 IIは高橋と熊谷が、 mは熊谷が、 Vの動物遺存体と骨角器は熊谷が担当し、

他は佐藤が担当し、編集は佐藤が行った。

5 調査及び整理に際しては、以下の方々のご指導、ご助言を賜った。記して感謝を申しあげる次第

である。 （順不同）

東北歴史資料館 藤沼邦彦氏、（財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化センター 酒井宗孝氏

三陸町教育委員会佐々木洋氏

6 石材鑑定は、大船渡市立博物館の白土豊氏に依頼した。

7 調査に際しては以下の方々の協力をいただいた。 （敬称略、順不同）

青山道子上野立子大和田幸子黒坂太一黒坂真紀金野イ ツ子紺野志賀子金野豊子

佐藤アサ子佐藤紀代子佐藤多恵子鈴木チカ子菅原とみ子鈴木栄子鈴木キミ子

鈴木艶子鈴木貞子鈴木牧子鈴木陽子村上典子吉田チヨ子

8 室内整理および報告書の作成にあたっては、次の方々の協力をいただいた。 （敬称略、順不同）

青山道子小山典子黄川田澄子佐藤アサ子佐藤紀代子菅原とみ子鈴木栄子

村上典子吉田美和

9 掲載した土層の色調は、小山正忠•竹原秀雄編著「新版標準土色帳」 第 4 版によった。
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I 調査に至る経過及び調査過程

調査は、 「団体営農道整備事業農道久野立山線改良事業」に伴う緊急発掘調査である。

平成7年10月6日、同事業の実施にあたり事業主体者である陸前高田市長から、文化財保護法第57

条の 3第 1項の規定に基づく発掘の通知が当教育委員会になされた。これを受けて当教育委員会では、

工事予定地内の現地踏査等を行い、結果、事前の試掘調査が必要との判断から、現地調査書を添え、

平成7年10月18日岩手県教育委員会事務局文化課に進達した。

平成7年10月23日、文化庁より確認調査（試掘）の指示があり発掘届出者へ通知した。その後、平

成7年11月17日に試掘の依頼が事業主体者から当教育委員会になされた。これを受けて、岩手県教育

委員会事務局文化課及び工事の担当課である当市農政課との三者間で協議を行ない、平成7年11月27

日、 98条の2第 1項の規定により発掘調査の通知をし、平成7年11月27日から試掘調査を開始した。

この試掘調査では、面積約274対の調査区域を設定し、調査の結果、竪穴住居跡3基とピット 6基、

また縄文土器を多量に含む遺物包含層等が検出されたため、平成8年3月8日に当教育委員会では、

工事着手前における同貝塚内のより本格的な調査（本調査）が必要との見解を事業主体者に示した。

平成8年10月25日、この試掘の結果を受けて主体者側より本調査の依頼があり、先の試掘の際と同

様関係各課三者間の協議を行い、本調査の実施に向け発掘の時期や規模、予算や交通規制等の最終的

な調整を進めた。当初発掘面積は、工事の予定面積である約1,440廿が予定されていたが予算事務や

測量等の遅れから、発掘調査着手の時期が大幅に遅れ発掘期間が冬季にずれ込んだ。このため、当初

の予定発掘調査面積を480rrfに減らし、今回平成8年度の調査を第1期、残りを第 2期とし次年度に

実施することとした。

その後現場事務所の設営や土捨場の確保、電話の設置、発掘器材の購入等の準備をすすめ、 11月1

日には調査に係る道路（約240m)の全面通行止めの交通規制措置がとられることとなり、 11月5日

より 「堂の前貝塚第 1期発掘調査」が実施されることとなった。

調査は、はじめにパワーショベルとダンプカーそれぞれ 1台を導入し、調査区北東側の道路から順

に、重機による現道の表土除去作業（約80m)を行い、同時にグリッドを設定し11月7日より発掘調

査を開始した。調査開始後すぐに遺構及び遺物包含層を検出し、常時15人程の作業員を導入し調査を

とり進めた。その後27日には、陸前高田市立米崎中学校の全校生徒約120名を、また12月3日には米

崎小学校の児童約20名を現場に招き発掘体験学習会を実施した。

調査は12月14日まで実施され、 17日からは市立博物館にて、出土遺物の室内整理作業が開始され、

20日には現場の撤去作業一切が終了した。その後室内整理は3月15日まで実施された。

（高橋和弥）
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II 遺跡の立地と環境

1 遺跡の位置と周辺の地形（第 1図～第3図）

堂の前貝塚は、岩手県陸前高田市米崎町字堂の前地内に所在し、市の中心部から直線距離にして東

北東へ約4km、JR大船渡線脇の沢駅より東へ約1.3 kmの地点に位置している。

陸前高田市は岩手県の東南端に位置し、宮城県に隣接している。市境は、南は宮城県本吉郡唐桑町

及び気仙沼市と、西は東磐井郡大東町、北は気仙郡住田町、東は大船渡市と隣接し、東南は太平洋に

面している。

周辺の海岸線は、リアス式海岸特有の岬と湾入が交互に連続する複雑な海岸線をなし、 本市におい

ては、広田半島が南東方向の太平洋に大きく突出し、西方には、湾口部約3.5 km、湾奥まで約7km 

の逆U字状の広田湾を形成している。広田湾は、三陸海岸のほぼ中央、岩手県の東南端に位置し、北

は氷上山 (874.4m)、東は仁田山 (254m)、大森山 (147.2m)のそびえる広田半島、西は笹長根山

(519.9m)に囲まれ、湾口部を南に開いている。湾奥部には住田町北境の土倉峠に源を発し、南流す

る総延長40kmの気仙川が注ぎ、河口付近には沖積層の低地帯を形成しており、現在市街地となってい

る。

堂の前貝塚の位置する米崎町は、市域のほぼ東寄りに位置し、南は広田湾に面し、西は本市高田町、

北は大船渡市、東は本市小友町に接している。面積は16.45直で南北に長い町である。町の北側には

氷上山がそびえ、南に延びた斜面は、標高200m以上の地帯では傾斜の急な山地となっているが、 200

m以下では山頂より傾斜が緩く、前面は町を北東から南西方向に横切るように広田湾に注いでいる浜

田川によって開析され、高田町まで広がる長さ 3kmほどの低地帯を形成している。この低地帯の東側

には箱根山（標高446.Sm)から南西方向に延びた傾斜の緩やかな丘陵が広がり、その一部は広田湾

に突出し、米ヶ崎を形成している。

遺跡は、箱根山から南西方向に広がる丘陵の先端部にあり、標高20--30mで、前面には広田湾が広

がり、現海岸線から300mほど入った所にある。丘陵の北側には緩斜面が形成され、斜面下に勝木田

川が西流し、低地となっており水田として利用されている。南側は、海蝕崖であり崖下を東西方向に

JR大船渡線、県道大船渡陸前高田線が並行する形で通っている。

また、丘陵上は、幅員3mの未舗装道路が東西方向に丘陵を二分するように走り、周囲には民家は

散在するもののさほど宅地化は進んでおらず、リンゴなどの果樹が植栽され、 一部畑地として利用さ

れている。若干の宅地造成などによる現地の改変はあるものの、丘陵はほぼ原地形をとどめていると

思われる。

市内の多くの貝塚は明治・大正時代から発掘調査が行われてきたが、堂の前貝塚は昭和40年代まで

調査されることなく、遺跡の規模や性格などは不明であった。そのため、規模や保存状態などを知る

ため昭和46年に発掘調査が行われた。その概要は、翌47年に 「堂の前貝塚」として報告されている。

（熊谷賢）
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2 基本層序（第4図）

基本層序図は、 B区の、北方向に向かって傾斜する緩斜面のFI32-FI29グリ ッドの西壁を模式的

に表したものである。概括すると 8層に大別される。層の概要については以下のとおりである。なお、

A区に関しては、道路改修の際に地山面まで削平されており、ピットの埋土以外、縄文期以降の自然

堆積層は見られなかったことから割愛した。

1層 表土ないし耕作土。黒褐色 (10YR2/3)を呈し、やや固い。粘性はなく、厚さは10--20cm

ほどである。土器、石器を多量に含む。

2層 黒褐色 (10YR2/2)を呈し、固い。粘性はなく、厚さ10--20cmほどであるが、 1層よりや

や厚い。土器、 3--5cmほどの小礫を多量に含む。

3層 にぶい黄褐色 (10YR5/4)を呈し、やや固い。粘性は弱く、厚さは斜面上位において10cm

ほどであるが、下位に行くにしたがって厚さを増し、最大厚30cmほどになる。土器、礫を多

量に含む。

4層 にぶい黄褐色 (10YR4/3)を呈し、やや固い。粘性はなく、厚さは斜面上位において10--

15cmほどで、中位において最大厚20cmを測るが、下位では5cmほどに薄くなる。土器、大型

の礫を多量に含む。

5 a層灰黄褐色 (10YR4/2)を呈し、固い。粘性は弱く、厚さ 5--lOcmほどである。礫を含む。

5 b層 にぶい黄褐色 (10YR4/3)を呈し、固い。粘性は弱く、厚さ10cmほどである。礫を含む。

6層 褐色 (10YR4/4)を呈し、固い。粘性は弱く、厚さ 5--lOcmほどである。礫を多量に含む。

7層 にぶい黄褐色 (10YR5/4)を呈し、固い。粘性は弱く、厚さ 5--lOcmほどである。礫を多

量に含む。

8層 地山である。花岡岩の風化土（真砂）である。 （熊谷賢）

L=32.5m 

第4図土層柱状図
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3 周辺の遺跡（第 5 図•第 1 表）

三陸沿岸には、多数の遺跡が所在している。大船渡湾周辺には、国指定史跡「蛸の浦貝塚」をはじ

め、大洞貝塚や下船渡貝塚など著名な遺跡が集中しているが、陸前高田市内においてもこれまで200

を越す遺跡が確認されており、特に堂の前貝塚の目の前に広がる広田湾周辺には、国指定史跡「中沢

浜貝塚」 (72)や大陽台貝塚(66)、顛沢貝塚(52)、門前貝塚(34)、二日市貝塚（図幅外）、そして牧田

貝塚（図幅外）といった数多くの貝塚をみることができる。

現在確認されている遺跡の時代ごとの分布状況であるが、縄文早期の遺跡としては、市内において

は3遺跡が知られるのみで、堂の前貝塚より西方約2km先には貝殻文系土器を主体とする小友町上の

坊遺跡(32)、広田町にある奈良平安期まで続く中沢浜貝塚(72)、図幅外ではあるが矢作町の梅木遺跡

が知られる。

縄文前期の遺跡は、小友地区では仁田山（標高254m)の北斜面海抜50m以下の地点に雲南遺跡(44)・

小屋敷遺跡(45)がある。また広田地区では仁田山の南斜面の海岸部に大陽貝塚(65)と大陽台貝塚(6

6)があり、東側には縄文晩期まで続く袖野I遺跡(59)がある。さ らにこのころ広田半島先端の大森

山（標高147.2m)の南側に金室貝塚(80)、集遺跡(81)もみられるようになったが、米崎地区では、

縄文前期の遺跡は現在のところ確認されていない。

縄文中期になると、遺跡の数は前期と比べると非常に多くなり、図幅内では19遺跡が知られる。

米崎地区で確認できる遺跡は縄文中期以降のもので、中期のものとしては箱根山から伸びる丘陵上の

広田湾岸に位置する堂の前貝塚(26)と、氷上山（標高874.7m)と箱根山(446.8m)との間の低地帯

の北東部に位置する川内遺跡(24)の2遺跡が知られ、中期以降の米崎地区の遺跡の分布は、この箱

根山麓と氷上山麓の二地区とに集中する特色を見せながら広がって行くこととなる。このころの小友

地区の遺跡分布状況は、広田湾に面した仁田山の西側斜面沿いに、前期よりもより広範囲の分布をみ

せるようになり、鳥島遺跡(48) や矢の浦 I•II•ill遺跡等がその例といえる。また低地帯を挟んで

箱根山側にある門前貝塚(34)もこのころの遺跡であるが、堂の前貝塚より幾分時期が遅れて成立し

た。広田地区でも中沢浜貝塚周辺に中沢遺跡(71)や内田遺跡などが広がり、またこれまで遺跡が確

認されなかった大森山東側にも蒲田遺跡(76)といった遺跡があらわれはじめるようになる。

後期になると各地区いずれもより遺跡数は増大し、広田地区では大祝遺跡(77)• 黒崎遺跡(78)• 岩

倉遺跡(79)• 久保貝塚(74)• 泊遺跡(70)等が、小友地区では、先の海岸沿いにさらに南方へ瀬沢貝

塚(52) や瀬沢 II遺跡(54)が見られるようになった。 米崎地区では、佐野皿遺跡(22)•高畑II遺跡(23)・

梨野遺跡(25)に見られる様に氷上山麓周辺にその範囲を広めていった。高田地区でも、この時期氷

上山麓を中心に遺跡が広がる傾向を見ることができる。

晩期から弥生にかけては、あまり遺跡は確認されておらず、晩期は広田地区では中沢浜貝塚(72)・

久保貝塚(74)・袖野I遺跡(59)、小友地区では矢の浦皿遺跡(50)・顛沢貝塚(52)・頻沢II遺跡(54)・

米崎地区では川内遺跡(24)、梨野遺跡(25)、佐野m遺跡(22)がしられるのみで、弥生期にいたって
は、中沢浜貝塚(72) ・小長洞遺跡(56)• 梨野遺跡(25)・山崎遺跡（図幅外）・釘の子遺跡（図幅外）

の5遺跡のみである。

以上、縄文期から弥生期にいたる遺跡の分布の概要を述べたが、市内の遺跡研究はこれまで縄文期

の貝塚中心であり、縄文以外の遺跡の調査例は、平安時代の川内遺跡(24)・貝畑貝塚(1)・友沼遺跡

（図幅外）が知られるのみで、旧石器時代の遺跡にいたっては全く知られていない。

（高橋和弥）
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散

貝

散
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散
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散

集

貝

貝

散

遺構 ・ 遺 物

縄文士器 （中期 ・後期 ・晩期）

土師器

縄文土器 （後期）、土師器

土師器、須恵器

土師器、須恵器

縄文土器、フレーク

土師器

土師器、須恵器

土師器、須恵器

土師器

土師器

縄文士器

縄文土器 （後期 ・晩期）、土師器

縄文土器（後期）

縄文土器（中期 ・後期 ・晩期）、 土師器、須恵器

縄文土器（後期 ・晩期）、弥生式土器

縄文土器（中期・後期）

土師器

縄文土器（中期）、土師器、須恵器、蕨手刀

土師器

縄文土器

縄文土器（後期）、土師器

縄文土器 （早期）

縄文土器 （中期）、土師器

貝層、フラスコピット、配石、縄文土器 （中期・後期）、骨角器ほか

土師器

土師器

土師器

土師器、須恵器

土師器

土師器

土師器

縄文土器

縄文土器 （前期 ・中期）、 土師器

縄文土器（前期 • 中期）
縄文土器（後期）

土師器

縄文土器（中期 ・後期）

縄文土器 （中期 ・後期）

縄文土器 （中～晩期）

縄文土器 （中期）、土師器

縄文土器 （後期 ・晩期）、骨角器

縄文土器

縄文土器（後期 ・晩期）

縄文土器

縄文土器（晩期）、弥生式土器、士師器

縄文士器

縄文土器

縄文土器 （前～晩期）、土師器

縄文土器、土師器

石器

縄文土器

鉄滓

縄文士器

縄文士器 （前期・中期）

貝陪、縄文土器 （前期 • 中期）、骨角器、 石器
製塩土器

縄文土器 （中期～後期）

縄文土器 （後期）

縄文土器（中期）

貝層、埋葬人骨、縄文土器（早期～晩期） ほか

縄文土器 （中期）

縄文士器（後期 ・晩期）

縄文土器

縄文土器 （中期）

縄文土器 （後期）

縄文土器 （後期）、土師器

縄文土器（後期）貝層

縄文土器 （前期）

縄文土器 （前期）

所 在地

高田町字下和野

高田町字下和野

高田町字荒沢

高田町字荒沢

高田町字荒沢

高田町字荒沢

高田町字山苗代

高田町字飯森

高田町字中田

米崎町字地竹沢

米崎町字地竹沢

米崎町字糠塚沢

米崎町字野沢

米崎町字野沢

米崎町字野沢

米崎町字中島

米崎町字松峯

米崎町字館

米崎町字館

米崎町字佐野

米崎町字佐野

米崎町字佐野

米崎町字高畑

米崎町字川内

米崎町字川内

米崎町字堂の前

小友町字苓荷

小友町字岩井沢

小友町字両替

小友町字両替

小友町字中西

小友町字上の坊

小友町字三日市

小友町字門前

小友町字唯出

小友町字新田

小友町字森崎

小友町字森崎

小友町字森崎

小友町字腰廻

小友町字腰廻

小友町字腰廻

小友町字沢辺

小友町字雲南

小友町字中里

小友町字塩谷

小友町字塩谷

小友町字鳥島

小友町字矢の浦

小友町字矢の浦

小友町字矢の浦

小友町字瀬沢

小友町字瀬沢

小友町字瀬沢

広田町字長祠

広田町字長涸

広田町字長根祠

広田町字長根祠

広田町字袖野

広田町字小屋敷

広田町字長船崎

広田町字長船崎

広田町字大陽里

広田町字大陽里

広田町字大陽

広田町字大陽

広田町字大陽里

広田町字越田

広田町字大久保

広田町字泊

広田町字中沢

広田町字中沢

広田町字久保

広田町字久保

広田町字平畑

広田町字蒲田

広田町字大祝

広田町字黒崎

広田町字岩倉

広田町字集

広田町字集

備 考

貝のマウン ドあり

山中に早期遺跡あり

4度の発掘調査あり

昭和50年調査

昭和61年発掘

国指定史跡

第 1表周辺の遺跡一覧表
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皿 調査と室内整理の方法

1 調査方法

(1) 現道部分の砕石のみをバックホーンにより取り除く粗掘りを行い、その他はすべて手掘りによっ

て掘り下げた。

(2) 基軸線の設定は、任意の基準杭を原点として、それと他の基準杭の 2点間を結んだ直線と、原

点に直交する直線を基軸線とした。基準杭を結んだ基軸線は磁北より約2.3°西偏している。グ

リットの設定は、東西方向へ30m幅で、 A--Jの大区画とし、これを更に10区画に細分し、 A--

Jのアルファベットで、南北方向へ同様に30m幅の大区画を 1--10、11--20のようにアラビア数

字によって10区画に細分した。グリットの名称は各区画内における北西方向の交点の杭によりA

Al、BAl、CAlのように表した。

(3) 遺物の取り上げは原則として、遺構内出土のものは、遺跡記号 (DNM)、出土年月日、遺構

名、グリット名、出土層位を記録し、取り上げた。遺構外出土の遺物はグリ ットごとに、遺跡記

号、出土年月日、出土層位を記録し、取り上げた。グリ ット名は、各グリ ットの北西に位置する

杭の番号を用いた。

出土遺物のうち、撹乱層出土のものと、土器細片を除く遺物は、原則として、遺物番号を付け

平面図や遺物カードに出土レベル、位置、層位を付して取り上げた。また、貝や骨などを含む土

や焼土の一部と埋設土器中の埋土のすべては分析のためビニー）吟菱に入れ、持ち帰った。

(4) 遺構の番号は、発掘時においてグリ ットごとに通し番号によ

る遺構名を冠したが、整理の段階で、部分的に変更している。

(5) 平面実測は、グリット軸に合わせた lmメッシュを基本とし

1/10の縮尺を用いた。

(6) 写真記録は、 35mmモノクロとカラースライド各 1台、 6X 7 

cmモノクロ 1台を用い、各種埋土堆積状況や断面、遺物の出土

状況、完掘状況などについて行った。また、調査状況の一部に

ついては、 8mmビデオに撮影記録した。

2

3

4

5

6

7

8

9

 
10 

AA~ R rヽ, rヽヽ F Jヽ::: A r.,. H Iヽ~I 

第6図 グリット設定図
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2 室内整理

野外調査で得られた実測図、写真、遺物の各種資料は、室内整理の段階で次のとおり処理、整理し

報告書作成の基礎にするとともに資料化を行った。

(1) 土器•土製品

発掘調査後、室内に持ち帰り整理を行った。57X39 X 13.5センチメートルのコンテナで約100箱

程度の出土量がある。水洗後、各遺物に注記を行い、各出土地点、層位毎に仕分けを行い復元を行っ

た。その後、拓本、実測、写真撮影の順で整理を行った。脆い遺物も多く見られ、酢酸ビニルエマ

ルジョン系ボンドを用いて補強した。

(2) 石器

発掘現場において、調査に並行して水洗、フレーク類からの石器の抜き取り、台帳登録を行った。

発掘終了後、室内においては実測、計測、写真撮影を行った。石器は、 300点を越える出土が有り、

データーはすべてコンピューターに入力し、管理した。

石材の分析は、外部の専門家に鑑定依頼をした。

(3) 骨角器•動物遺存体

貝や骨などを含んだ焼土及び埋設土器中の埋土は、すべてビニール袋に入れ、持ち帰った。15号

袋で30袋ほどの出土量がある。水洗選別後、骨角器、骨の抜き取りを行い、実測、同定を行った。

脆い骨については、酢酸ビニルエマルジョン系ボンドを用いて補強した。

(4) 図面

図面は、遺構に関しては、遺構カード、土器、土製品、石器に関してはそれぞれの遺物カードを

作成した。遺構は縮小して、遺物は実大で実測、トレースを行い図化した。各実測図は遺構毎に分

類し、原図点検の上、報告書作成に必要なものについては第2原図を作成し、トレース、コピーを

し、それを用いた。

(5) 写真

写真はネガと密着焼き付けのものをアルバムに貼付し整理し、カラースライドはスライドフ ァイ

ルに撮影順に収納した。

（熊谷賢）
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IV 発見された遺構

平成8年度の調査において検出された遺構は、竪穴住

居 3棟、土坑36基、埋設土器 1基である。遺構の時期は、

遺物を伴わない遺構がほとんどであるが、遺構外の出土

遺物から、縄文時代中期から後期にかけての遺構である

ものと推定される。

遺構の分布は、標高34m程の丘陵の鞍部の東端付近と、

標高31mから32mの北方向に向かって傾斜する斜面の中

位から下位にかけてみられ、特に丘陵の鞍部においては

密度の高い遺構の分布を示している。ここでは便宜的に

丘陵の鞍部をA区、斜面をB区として、区ごとに説明を
ノー -汀つ。

1 A区検出遺構

EF37• EF38• EG37• EH36• EH37 • EI36• EI37グ

リットにおいて、竪穴住居3棟、土坑29基を検出した。

遺構のほとんどは切り合っており、非常に密度の高い分

布を示している。

(1)竪穴住居

a. 1号住居

EF37• EF38• EG37グリ ットにおいて全体の1/3程

を検出した。残り は、 EF38• EG38の未調査部分に拡が

る 。 EF38-1 ピット• EF38-2ピットによって切られ、 E

F37-6• EF37-7 ピット• EF38-3ピット・ 2号住居を切

る 。 また、柱穴Pl• P2は、 1号住居下に埋蔵する 3号

住居の一部を切っている。形状は 2号住居の覆土を切っ

ているため、不明瞭で、不明である。規模は、南壁セク

ションの観察によると短軸は 2m50crn以上と思われる。

壁は、東壁での高さは18cm程で、外傾している。

床面は、固く締まった部分は見られない。炉及び焼土、

腎し

疇に

炭の拡がりは検出されていない。

柱穴はPl、P2がある。ともに、未調査区に拡がり、 第7図 A区遺構配置図
全体の半分程を検出した。 Plは、やや外傾気味に立ち上がり、規模は、開口部の直径40cm、底径24

cm、深さは39cm程である。 P2は、西壁では開口部から底部にかけて、ややなだらかに傾斜し、東壁

では中位で一度締まっている。規模は、開口部の径が77cm、中位の径が25cm、底径10cm、深さ69cmで

ある。Pl、P2ともに径20cm程の柱痕跡を有し、主柱穴と思われる。

L , 2
 

3m 
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第8図 1号住居

第 2表 1号住居
層N<1 土 色 性 状 庖Nn 土 色 性 状

1 IOYR3/3暗褐色 炭化物微岳。焼土なし。遺物なし。礫多競有り。粘性 8 IOYR 3/3暗褐色 炭化物、焼土なし。遺物なし。礫少量有り。粘性有り。
少量有り。固い。真砂なし。 やや軟い。真砂なし。

2 lOYR 3/3暗褐色 炭化物、焼土なし。遺物なし。礫多星有り。粘性少呈 ， 10YR3/4暗褐色 炭化物、焼土なし。遺物な し。 礫 1個有り。粘性有り。
有り。固い。真砂なし。 軟い。爽砂なし。

3 lOYR 4/ 4褐色 炭化物、焼土なし。遺物な し。礫なし。粘性少星有り。 10 lOYR 3/3暗褐色 炭化物微量。焼土なし。遺物なし。礫少屋有り。枯性
固い。真砂なし。 少量有り。 やや固い。真砂な し。

4 10YR3/4暗褐色 炭化物微昂。焼土なし。遺物な し。 礫少昂有り。粘性 11 IOYR 4/3にぶい 炭化物、焼土なし。遺物、礫な し。 粘性有り。やや軟
少呈有り。やや軟い。真砂なし。 黄褐色 い。真砂なし。

5 lOYR 3/3暗褐色 炭化物、焼土なし。遺物なし。礫なし。粘性少葺有り。 12 JOYR 3/4暗褐色 炭化物、焼土なし。遺物、礫な し。 粘性少昂有り。ゃ
やや軟い。真砂なし。 や軟い。真砂なし。

6 IOYR4/8褐色 炭化物、焼土なし。遺物、礫な し。粘性有り。やや軟 13 10YR4/8褐色 炭化物微昂。焼土なし。遺物なし。礫有り。粘性少且
い。真砂なし。 有り。固い。真砂なし。

7 IOYR 3/4暗褐色 炭化物微量。焼土なし。遺物なし。礫 1個有り。枯性 14 IOYR 2/3黒褐色 炭化物微景。焼士なし。遺物なし。礫多 し （明黄プロ
有り。軟い。真砂なし。 ック有り）。粘性なし。固い。真砂なし。
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第9図 1号住居出土遺物

第3表 1号住居出土石器

図9 図~：I : 遺：構:::!I! : I分；=: 類1:石：：材： I 長 ::〗)I幅l':iI 厚 :l:'I 重:~,I備考 I1~f 
［出土遺物］

出土した遺物は、土器•石器がある。

土器は、埋土中より破片93点が出土した。いずれも細片で劣化が著しい。 3点を掲載した。1は深

鉢の口縁部片である。口唇部は、欠落する。口縁は無文で外反し、頚部には体部とを区画する一条の

沈線が巡る 。 胎土には細砂を多く含む。 2• 3は深鉢の体部片である。2では、半戟竹管による斜め

方向からの刺突と、横位の沈線が施されている。胎土には細砂を多く含む。 3は、原体施文後、横位

の沈線が施文される。原体は、劣化が著しく不明である。胎土には、砂の混入がほとんど見られない。

石器は、石鏃2点が出土した。 4は有茎の石鏃である。鏃身の半分ほどが欠損する。基部は尖基を

なし、茎部の先端は尖っている。 5は無茎の石鏃である。側縁の一部は欠損する。基部は円基をなし、

側縁は直線状である。

b. 2号住居

EF37• EF38• EG37グリットにおいて全体の1/3程を検出した。 残りは、 EF38• EG38の未調査部

分に拡がる。 EF38-1 ピット• EF38-2 ピット• EF38-3 ピット• EF37-1 ピ ッ ト• EF37 -6 ピ ッ ト• EF3 

7-7ピットによって切られる。形状は楕円形を呈すると思われる。規模は短軸で、 2.6m以上である。

壁は、北壁が残存し、、壁高は17cm程で外傾している。

柱穴は、 Pl、P2、P3があるが、柱痕跡は見られない。 PlとP2は切り合い、 PlがP2を切っている。

Plは、形状が楕円形を呈し、開口部の長軸48cm ・短軸36cm、底面の長軸38cm ・短軸26cm• 深さ26cm

である。 P2は、楕円形を呈し、開口部の短軸41cm、底面の長軸28cm・短軸23cm、深さ19cmである。

ともに壁は外傾しており、 P2の南壁は、ゆるやかに傾斜している。P3はいくぶん不整の楕円形を呈

する。開口部長軸22cm・短軸18cm、底面はほぼ円形で径12cm程で、深さは18cmである。壁は直壁状に

立ち上がっている。

［出土遺物］

出土した遺物は土器がある。 2号住居埋土中より土器片2点、 1ピッ

トより土器片17点が出土した。いずれも劣化が著しく、 1ピット出土の

1点のみを図示した。

1は深鉢の体部片である。幅3mm程の沈線により曲線文が描かれる。

胎土には少量の粗砂を含む。
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第4表 2号住居. 2 住1 ・ 2• 3ピット
層Nn 土 色 性 状 層Nu 土 色 性 状

I IOYR4/8褐色 炭化物微量。焼土なし。遺物なし。礫有り 。粘性少 6 10YR3/4褐色 炭化物なし。遺物なし。礫なし。粘性少量有り。真

量有り。 固い。真砂なし。 砂なし。

2 IOYR 3/4暗褐色 炭化物なし。土器片有り。礫少塁有り。粘性少貝有 7 lOYR 5/6黄褐色 炭化物微量。遺物なし。礫 1個有り。粘性少爵有り。

り。真砂なし。 真砂なし。

3 IOYR 4/6褐色 炭化物微薩。遺物なし。礫 1個有り。粘性少負有り。 8 lOYR 3/3暗褐色 炭化物、焼土なし。遺物なし。 礫なし。粘性少塁有

真砂なし。 り。 やや軟い。真砂な し。

4 10YR5/8黄褐色 炭化物微薩。遺物なし。礫 1個有り 。粘性少量有り 。 ， IOYR6/8明黄褐色 炭化物、焼土なし。遺物なし。 礫なし。粘性有 り。
真砂なし。 軟い。真砂なし。

5 IOYR 3/3暗褐色 炭化物なし。遺物なし。礫なし。粘性少量有り 。真

砂なし。
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c. 3号住居

EF37• EF38• EG37• EG38グリ ッ トにおいて全体の 1/3程を検出した。残りは、 EF38• EG38の

未調査区に拡がる。1号住居のP2によって床面まで掘り込まれ、 EF37-6ピットによって北壁の一部

と覆土が、 EF38-3ピットによって覆土が、 1号住居のPlによって西壁の一部が切られている。

形状は楕円形を呈するものと思われる。規模は開口部の径は205cm以上で、底径は186cm以上である。

壁は非常にしっかりしており、北壁ではいく分直壁状に立ち上がり、西壁ではややゆるやかに外傾し

ている。深さは最大32.2cmである。
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第12図 3号住居
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第5表 3号住居.3 住P1• P2• P3 
層Nn 土 色 性 状 層NCl 土 色 性 状

1 IOYR 3/ 4暗褐色 炭化物微量。焼士なし。遺物なし。 礫1個有り。 粘性 6 lOYR 5/8黄褐色 炭化物、 焼土なし。遺物な し。小礫多し 。粘性有 り。

少量有り。固い。真砂な し。 固い。真砂なし。

2 lOYR 5/6黄褐色 炭化物微景。焼土なし。遺物なし。 礫有り。粘性有り。 7 lOYR 4/5褐色 炭化物有り。 遺物な し。礫なし。粘性強し。

やや固い。真砂なし。 8 !OYR 5/8黄褐色 炭化物微琵。遺物な し。礫有り。粘性微且。

3 lOYR 4/8褐色 炭化物、焼土なし。遺物なし。礫なし。粘性有り。ゃ ， !OYR 5/6黄褐色 炭化物微爵。粘性有り。
や固い。真砂なし。 10 IOYR4/3にぶい黄褐色 遺物なし。長径3cmの礫有り。木炭粒含む。粘性有り。

4 lOYR 4/ 4褐色 炭化物プロック有り。焼土なし。遺物なし。礫多し(10 11 lOYR 5/8黄褐色 粘性均質に有り。

-12cmの礫有り）。粘性少量有り。やや軟い。真砂なし。 12 JOYR5/8黄褐色 遺物な し。木炭粒有り。粘性有り。

5 lOYR 3/3暗褐色 炭化物微量。焼土なし。遺物なし。 礫多し。粘性少量 13 JOYR 4/4褐色 遺物な し。木炭粒(6-7mm)含む。粘性有り。

有り。やや固い。真砂なし 14 IOYR 5/6黄褐色 粘性有り。

床面は固く締まり、ほぼ平坦である。炉及び焼土、炭の拡がりは検出されていない。

柱穴は、 Pl• P2• P3• P4がある 。 P2• P3は壁際にあり、 Pl• P4は、壁より幾分内側に位置して

いる。形状はPl• P4が楕円形で、 P2•P3はほぼ円形である。規模は、 Plは開口部長軸16cm、短軸14

cm、底径は11cm、深さ19cm、P2は開口部径12cm、底部径9cm、深さ13cm、P3は開口部径9cm、底部径

6.5cm、深さ 11cm、 P4は開口部長軸11cm、短軸7.5cm、深さ9cmである 。 P2• P4では柱痕跡を有し、主

柱穴と思われる。

［出土遺物］

出土した遺物は、土器•石器がある。

土器は、埋土中より細片152点（うち底部片1点）が出土しているが、大部分の資料は劣化が著し

い。4点を図示した。 1は深鉢の口縁部片である。口縁は平縁をなし、口唇部は丸味を帯び、口縁部

は若干外反する。文様は、口縁に平行する幅2.5mm程の半裁竹管による平行沈線が5条巡る。胎土に

は、粗砂•細砂•金雲母が少量混入している。内面には、少量の朱が残存している。 2 、 3 、 4 は深

鉢の体部片である。いずれも幅2.5mm程の半裁竹管による横位の平行沈線が施されており、 2では 2

条、 3では劣化が非常に著しく不明瞭であるが5条、 4では平行沈線2条と縦位の沈線が施文されて

いる。胎土は、 2では粗砂を少量、 3では細砂を多量、 4では細砂を少量含んでいる。

社逹茫翌翌緬函
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睾
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會
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第13図 3号住居出土遺物

第 6表 3号住居出土石器
図 版 遺構名・層 器 種 分 類 石 材 長さ(mm) 幅(mm) 厚さ(mm) 重さ(9) 備 考 登録 No.

第13図 5 3号住居埋土 石 鏃 I -3 チャート 1.90 1.79 1.79 1.45 9122 

6 3号住居埋土 石 鏃 I -3 珪質頁岩 1.64 1.42 1.42 0.45 9123 

7 3号住居埋土 石 鏃 I -1 チャ ー ト 1.90 1.20 1.20 0.35 9077 

8 3号住居埋土 石 鏃 I -1 珪 質 頁岩 2.73 1.43 1.43 0.80 9121 
， 3号住居埋士 石 鏃 II -4 珪質凝灰岩 2.46 1.80 1.80 2.50 9124 
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石器は、埋土中より石鏃5点が出土している。5-8は有茎鏃である。5、6は鏃身が正三角形状

のものである。側縁は若干であるが外弧状で、基部は尖基をなす。茎部は、 5では非常に短く作り出

され、先は尖っており、 6では先端は平らである。7、8は鏃身が二等辺三角形状のものである。側

縁は直線状で、基部は、 7では尖基、 8では平基である。ともに、鏃身の長さに対し、 1/3程の長さ

の先の尖る茎部を有している。9は無茎の石鏃である。鏃身は二等辺三角形状で、側縁は若干である

が外弧し、基部は円基をなしている。両面に一次剥離痕を大きく残している。

(2)土坑

EF37-1ピット

EF37グリットの北壁際において検出した。一部は、 EF37グリ ットの調査区域外に拡がる。形状は

開口部は不整形であるが、底部は楕円形を呈している。規模は、開口部の径が72cmで、底部は長軸33

cm、短軸32cmで、深さは36cmである。壁は、北壁、西壁ではゆるやかに外傾するが、東壁では直壁状

に立ち上がっている。埋土は3層からなり、自然堆積である。

遺物の出土はない。

~ ~ 蚕ジ心

O〗“より ｀`  `  
宝り
L
 ~ 

L-33 7 

且 I 声

0.5 
1 m 

第14図 EF37-1ピット

第7表 EF37-1ピット

三 ： ::: ~: :~:~:~::: 〉：有:~ 1 層:~ ::: :::::: g~;;;, ;~: :: :::~。り：：~~:~,,~し砂0
EF37-2ピット

EF37グリットの、5層 (10YR4/6褐色土層）の上面において全体の1/3程を検出した。残りはE

E37 • EF37グリッ トの調査区域外へと拡がる。

形状は、不明である。断面形は、頚部で一度締まる。開口部から底部にかけてなだらかに傾斜する

U字状を呈する。壁には、地山の大形礫が多く露出する。床面は、礫により凸凹が著しい。規模は、

開口部で径が1.4m以上で、底径は0.67m以上である。

埋土は 4層からなる。 1--3層は自然堆積であるが、 4層は地山の土と同様の礫を多く含む土から

なり、人為的な堆積であると思われる。周辺には、多くの遺構が密に分布することから、他の遺構を

掘る際に、地山の土を投棄したものであろうか。

遺物の出土はない。
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第15図 EF37-2ピット

第8表 EF37-2ピット
層Nn 土 色 性 状 層No. 土 色 性 状

1 lOYR 3/3暗褐色 炭化物微量。 焼土有り。土器片有り。 礫有り。粘性少 4 lOYR 3/3暗褐色 炭化物微量。 焼土なし。遺物な し。径30cm程の大型牒

量有り。やや固い。真砂な し。 を含む。粘性少菰有り 。やや固い。真砂なし。

2 10YR4/3鈍黄褐色 炭化物、焼土なし。 遺物なし。 礫な し。 粘性少量有り。 5 IOYR 4/6褐色 炭化物微量。焼土なし。 遺物な し。明黄プロック含む

やや固い。真砂なし。 礫多 し。粘性有り。 やや固い。真砂なし。

3 IOYR 4/ 4褐色 炭化物微量。 焼士なし。 遺物なし。 礫有り。粘性有り。

やや固い。真砂なし。

EF37-3ピット.4ピット.5ピット

EF37• EG37グリットにおいて検出したが、 EF37-4ピットは、 EF37の調査区域外へ拡がる。EF37-

1ピットによって3ピットが切られ、 3ピットが4ピット・ 5ピットを切り、 4ピットが5ピット・

EG37-15ピットを切る。形状は、切り合いのため開口部は不明であるが、 4ピットは底部が楕円形を

呈している。規模は、 3ピットが開口部短軸が43cm、底部の長軸12cm、短軸10cm、深さ36cmで、 4ピッ

トが底部長軸19cm、短軸16cm、深さ29cm、5ピットが、底部長軸21cm、深さ20cmである。

L~33 8 

閂
L=33 7 

臣 叫 EFd37ピ-ソ卜~ EF37-
3ピット

“ ~ 1 m 

゜ 05 I 
第16図 EF37-3ピット・4ピット.5ピット

第9表 EF37-3ピット・4ピット
層Ne1 土 色 性 状 層Nu 土 色 性 状

1 IOYR 2/3黒褐色 炭化物微豆。焼土なし。遺物なし。礫少量有り。粘性 5 10YR4/4褐色 炭化物微量。焼土なし。遺物、土器なし。粘性有り 。

有り。固い。真砂なし。 固い。真砂なし

2 IOYR4/6褐色 炭化物、焼土なし。 遺物な し。礫なし。粘性有り。固 6 IOYR 4/6褐色 炭化物な し。焼土なし。 遺物、土器なし。粘性強し。
い。真砂なし。 やや軟い。真砂なし。

3 IOYR4/4褐色 炭化物、 焼士なし。 遺物なし。 礫なし。粘性強し。や 7 10YR3/3暗褐色 炭化物有り。焼土なし。遺物、土器なし。粘性有り。

や固い。真砂なし。 やや軟い。花岡岩風化。

4 IOYR 3/4暗褐色 炭化物有り。焼土なし。 遺物、土器なし。粘性有り。

やや固い。真砂なし。
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［出土遺物］

EF37-3ピットの埋土中より、土器細片75点が

出土した。2点を図示した。1は深鉢の体部片で

ある。平行する 3条の沈線を有し、沈線間には磨

消縄文と充填縄文 (LR)が施されている。胎土

には粗砂を多く含む。 2は鉢の頸部片である。頸

部は、「く 」の字状に折れ曲がっている。文様は、 第17図 EF37-3ピット出土遺物

隆線と沈線によって意匠され、隆線は、幅5mm程の断面形か半円の粘土紐を張りつけたもので、隆線

に沿って幅3mm程の比較的深い沈線を有している。胎土には粗砂を多量に含む。

5
 

［時期］

埋土中よりの土器片より、縄文時代後期前葉にあたると思われる。

EF37-6ピット

EF37• 38グリ ットにおいて検出し、一部はEF38の調査区域外へと広がる。平面形は長楕円形で、

規模は開口部の長軸170cm以上、短軸85cm、底部の長軸160cm以上、短軸70cmで、深さは25cm程である。

壁は外傾している。埋土は2層からなり、自然堆積である。

遺物の出土はない。

＼
 

L =33. 5 

ーり :
 

芦

口―—~~ ~· ~ m 

第18図 EF37-6ピット.7ピット・ EF38-3ピット
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EF37-7ピット

EF37グリットにおいて検出した。大部分は、 EF37-6ピットによって切られ、北壁の一部が残存す

る。北壁はゆるやかに傾斜しており、深さは12cm程である。

遺物の出土はない。

EF38-3ピット

EF37• EF38グリットにおいて全体の1/2程を検出した。残りは、 EF38の調査区域外へと拡がる。

1号住の2ピットによって東壁が切られ、 EF37-6ピットの南東壁を切っている。

形状は不明である。規模は、深さが35cm程である。壁は開口部下で一度締まり、ゆるやかに傾斜し

ている。

遺物の出土はない。

EF38-1ピット・ 2ピット

EF38グリットにおいて検出した。EF38-2ピットは、調査区域外に拡がる。 1ピット、 2ピットは

切り合うが、新旧は不明である。形状はともに楕円形を呈している。規模は、 EF38-1では開口部径

が50cmで、底径が23cm、深さ50cm、2ピットでは開口部径が56cm、底径が17cm、深さは68cmである。

壁は 1ピットでは直壁状であるが、 2ピットでは外傾している。埋土は、 1ピットでは3層からなり

自然堆積であるが、 2ピットでは埋土の状況は不明である。

遺物は、 2ピットの埋土中より、深鉢の体部片2点と、底部片1点が出土したが、劣化が著しく割

愛した。

翌
}: 
＼
 

L=33. 7 

~ EF:11-1ピット

L=:J3 I 

戸土 EF:&2ピット 芦

゜ 0.5 
1 m 

第19図 EF38-1ピット・ 2ピット
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EG37-1ピット

EG37グリットにおいて検出した。切り合いはない。形状はほぼ円形である。壁はゆるやかに外傾

している。規模は、開口部の径は90cm、底部径は81cm、深さは14cmである。埋土は3層からなり、自

然堆積である。

出土遺物は土器がある。土器は埋土中より劣化の著しい細片40点が出土した。口縁部片3点を図示

した。 1・2は平縁をなす深鉢の口縁部片である。口縁部は、口唇部直下で若干外反する。文様は、

1では口唇直下に口縁に平行する沈線を 1条有しているが、 2は無文である。胎土は、 1では粗砂を、

2では細砂と金雲母を多く含んでいる。 3は、波状口縁をなすもので口縁は若干外反する。文様は、

口唇に沿って一条の沈線が巡り、口唇直下には斜縄文 (RL)が充填され、沈線下は無文である。斜

縄文は、劣化が著しく不鮮明である。胎土には粗砂を多く含む。
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第20図 EG37-1ピット・出土遺物

第12表 EG37-1ピット

I /ilNo. I IO~R3/3 暗：、 I 炭化物微量。土：片有り。礫なし。:性なし。真砂な I I 層~Cl. I 10~;5/8 黄:~I 炭化物なし 。~:なし。礫なし。 粘：有り。真砂なし。
し。

2 I IOYR 3/4暗褐色 I炭化物微量。土器片有り。礫多し。粘性少量。真砂なし。

EG37-2ピット

~o戸 '"ti ;;!' 
EG37グリ ットにおいて検出した。

L¥ 平面形はほぼ円形で、規模は、開口部の径

゜
1 m 

I 05 

26cm、底部径17cm、深さ19cmである。壁は 韮H38より Im西 05m北
直壁状に立ち上がっている。埋土は3層か

第21図 EG37-2ピット
らなり、木柱痕を有する。

第13表 EG37-2ピット
層Nn 士色

I 1 I IOYR 3/ 4暗褐色I炭化物微貝。焼土なし。遺物なし。礫少量有り。粘性少!有り。固い。頁喜iし。
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遺物の出土はない。

EG37-3ピット

EG36• EG37グリ ットにおいて、全体の半分程を検出した。残りはEG36グリ ットの調査区域外へ

と拡がる。EG37-12ピット、 EG37-13ピットを切る。形状は、円形を呈していると思われる。規模は、

開口部径が67cm、底部径56cm、深さ23cmである。壁は、西壁ではEG37-12ピットの覆土を切っている

ため、不明瞭であるが、セクションの観察では直壁状に立ち上がっている。底面は平坦である。埋土

は5層からなり、自然堆積である。

遺物の出土はない。
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第22図 EG37-3ピット

第14表 EG37-3ピット
層No. 土 色 性 状 層Nn 士 色 性 状

1 IOYR 3/3暗褐色 炭化物微量。焼土なし。遺物なし。 礫少量有り。粘性 4 IOYR4/4褐色 炭化物、 焼土なし。遺物なし。礫なし。粘性有り。や
少量有り。固い。真砂なし。 や軟い。真砂なし。

2 IOYR 4/4褐色 炭化物微量。焼土なし。遺物なし。 礫少最有り。粘性 5 IOYR 5/8黄褐色 炭化物、焼土な し。遺物な し。 礫なし。粘性有り。軟
少量有り。固い。真砂なし。 い。真砂なし。

3 IOYR 3/4褐色 炭化物微爵。焼土なし。遺物なし。礫 1個有り。粘性
有り。やや固い。真砂なし。

EG37-4ピット

EG37グリ ットで検出した。一部は調査区域外へ拡がる。形状は楕円形で、規模は、開口部長軸82

cm以上、短軸64cm、底部の長軸79cm以上、短軸58cm、深さ 7cmである。壁はゆるやかに外傾し、床面

には凸凹が見られる。埋土は2層からなり、自然堆積である。

遺物の出土はない。
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第23図 EG37-4ピット

第15表 EG37-4ピット

＇層tnI 1o~R 3/ 3 暗：色 I 炭化物微量。 焼：なし 。 遺物なし。~『~n I lO~R 4/4褐: 1炭化物微量。焼：な し。 遺物なし。:少最有り。粘性
少鼠有り。固い。真砂なし。 少量有り。固い。真砂なし。
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EG37-5ピット・ 6ピット

EG37グリ ットで検出した。EG37-6ピットの一部は調査区域外へ拡がる。形状は、 EG37-5ビット

は円形で、 6ピットは楕円形である。規模は、 5ピットでは開口部径13cm、底部径7cm、深さ14cmで、

6ピットでは、開口部径86cm以上、底部径33cm、深さ47cmである。壁は、 5ピットでは外傾し、 6ピッ

トでは開口部直下で一度締まり、西壁では直壁状に、東壁では外傾している。埋土は、 5ピットでは

l層、 6ピットでは6層からなり、自然堆積である。

遺物の出土はない。
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第24図 EG37-5ピット.6ピット

第16表 EG37-5ピット.6ピット
層No. 土 色 性 状 層No 土 色 性 状

1 IOYR3/4暗褐色 炭化物少量有り。焼土なし。遺物なし。長径10cmの礫、 5 lOYR 5/6黄褐色 炭化物、焼土な し。遺物なし。 礫4個有り。粘性少量

小礫有り。粘性有り。 やや固い。真砂なし。 有り 。やや固い。真砂なし。

2 IOYR4/4褐色 炭化物、焼土なし。遺物なし。礫少量有り。粘性少量 6 l0YR2/3黒褐色 炭化物微量。焼土なし。遺物な し。礫少量有り。粘性
有り。固い。真砂なし。 有り。軟い。真砂なし。

3 lOYR 4/6褐色 炭化物、焼土なし。遺物なし。礫なし。粘性有り。や 7 lOYR 5/8黄褐色 炭化物、焼土なし。遺物なし。 礫少量有り。粘性少量
や固い。真砂なし。 有り。 固い。真砂な し。

4 IOYR 3/3暗褐色 炭化物微量。焼土なし。遺物なし。 礫少量有り。粘性 8 lOYR 4/6褐色 炭化物微量。焼土なし。遺物な し。礫多し。粘性少量
少重有り。やや固い。真砂な し。 有り。 やや固い。明黄プロック有り。

EG37-7ピット

EG37グリットのEG37-6ピットの底面において検出した。ピットの上位はEG37-4ピッ ト、 EG37-6

ピッ ト、EG37-8ピット、 EG37-9ピッ トによって切られる。形状は不明で、 規模は、80cm以上の大型

のもので、深さ55cm以上である。壁は、 中位で一度締まるがなだらかに外傾している。

遺物の出土はない。
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第25図 EG37-7ピット

-24-



第17表 EG37-6ピット・ 7ピット
層Nn 土 色 性 状 層Nn 土 色 性 状

1 IOYRS/6黄褐色 炭化物微貝。焼土な し。遺物なし。 礫有り。粘性少量 6 10YR4/8褐色 炭化物、焼土なし。遺物な し。 礫多 し。粘性なし。固

有り。やや固い。真砂なし。 い。真砂なし。

2 lOYR 4/8褐色 炭化物微畏。焼土なし。遺物なし。 礫少最有り。粘性 7 IOYR 4/4褐色 炭化物、焼土なし。遺物なし。礫多し。粘性なし。固

有り。やや軟い。真砂なし。 い。真砂なし。

3 IOYR4/8褐色 炭化物微塁。焼土なし。遺物なし。 礫多し。粘性なし。 8 10YR3/4暗褐色 炭化物微昼。焼土なし。遺物なし。礫多し。粘性な し。

固い。真砂なし。 固い。真砂な し。

4 IOYR4/4褐色 炭化物、焼土なし。遺物なし。礫少量有り。粘性なし。 ， lOYR 4/8褐色 炭化物プロ ック有り。焼士なし。遺物なし。礫少爵有
固い。真砂なし。 り。 粘性なし。固い。真砂なし。

5 lOYR 3/3暗褐色 炭化物微鼠。焼土なし。 遺物土器片有り。 礫多し。粘 10 JOYR 5/6黄褐色 炭化物、焼土なし。遺物なし。礫少量有り。粘性少呈

性なし。固い。真砂なし。 有り。固い。真砂なし。

EG37-8ピット・ 14ピット・ 15ピット

EG37グリットにおいて検出した。ともに未発掘部分に拡がる。切り合いは、 EG37-8ピットはEG3

7-7ピット、 14ピットを切り、 14ピットは15ピットを切っている。形状は不明で、規模は、 8ピット

は開口部径28cm以上、底部径12cm以上、深さ26cm、14ピットは開口部径20cm以上、底部径15cm以上、

深さ32cm、15ピットは開口部径29cm、底部径19cm、深さ27cmである。壁は8ピット、 14ピットで若干

外傾している。埋土は、それぞれ5層からなり、自然堆積である。

遺物の出土はない。
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第26図 EG37-8ピット・ 14ピット・ 15ピット

第18表 EG37-8ピット・ 14 ピット• 15ピット
屑Nn 土 色 性 状 層Nu 土 色 性 状

1 lOYR 4/8褐色 炭化物、焼土なし。遺物なし。礫有り。粘性なし。固 8 lOYR 5/6黄褐色 炭化物、焼土なし。遺物な し。 礫少量有り。粘性なし。
い。真砂なし。 固い。真砂なし。

2 lOYR 4/ 4褐色 炭化物、焼土なし。遺物なし。礫有り。粘性な し。固 ， IOYR4/8褐色 炭化物、焼土なし。遺物、礫なし。粘性少屋有り。固

い。真砂なし。 い。真砂なし。

3 lOYR 4/4褐色 炭化物、焼士なし。遺物なし。 礫なし。粘性なし。固 10 IOYR 4/3にぶい 炭化物、焼士なし。遺物なし。礫多し。粘性なし。固

い。真砂なし。 黄褐色 い。真砂なし。

4 lOYR 5/6黄褐色 炭化物、焼土なし。遺物なし。礫有り 。粘性なし。固 11 IOYR 4/2灰黄褐 炭化物、焼土なし。遺物なし。礫多し。粘性なし。固
い。真砂なし。 色 い。真砂なし。

5 lOYR 6/8明黄褐 炭化物、焼土なし。遺物なし。礫なし。粘性少星有り。 12 IOYR 3/4暗褐色 炭化物、焼土なし。遺物土器片有り。 礫少蓋有り。粘
色 真砂なし。 性な し。固い。真砂な し。

6 lOYR 3/3暗褐色 炭化物微量。焼土な し。遺物なし。20cmの礫有り。粘 13 lOYR 4/3にぶい 炭化物、焼士なし。 遺物なし。 10cmの礫1個有り。粘
性なし。固い。真砂なし。 黄褐色 性なし。固い。真砂なし。

7 10YR3/4暗褐色 炭化物、焼土なし。遺物なし。礫少量有り。粘性な し。 14 10YR4/8褐色 炭化物、焼土なし。 遺物なし。 礫少量有り。粘性なし。
固い。真砂なし。 固い。真砂なし。

EG37-9ピット

EG37グリットにおいて検出した。平面形は楕円で、規模は開口部長軸33cm、短軸27cm、底部長軸

24cm、短軸16cm、深さ15cmである。壁はゆるやかに外傾している。
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［出土遺物］

埋土中より、土器片26点が出土した。口縁部片3点を図示した。いづれも磨滅が著しい。1は、 深

鉢の口縁片である。口縁は平縁をなし、若干外反する。口縁部には口縁に平行する幅3mm程の五条の

平行沈線が巡る。胎土には細砂を少量含む。2は、 小型の鉢の口縁部片である。口縁は外反する。ロ

縁部には、 一条の幅3mm程度の構位沈線と、口唇直下まで縄文原体が施文されている。原体の種類は、

磨滅が著しく不明である。胎土には、粗砂を多く含んでいる。3は、深鉢の口縁部片である。口縁は

外傾する。口縁部には、隆帯を一条有している。胎土には細砂を多量に含む。
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第27図 EG37-9ピット 第28図 EG37-9ピット出土遺物

第19表 EG37-9ピット

, 1N<1, IO~R4/4 褐： I炭化物有り。焼土な し。遺物なし。10-15cmの礫有り。：性なし。固い。真：なし。
EG37-10ピット・ 11ピット

EG37グリ ットで検出した。切り合いは、 EG37-10ピットが11ピット・ 13ピットを切っている。平

面形は、 10ピットでは開口部は楕円形であるが底部は円形で、11ピッ トはほぼ円形である。規模は、

10ピットでは開口部長軸45cm、短軸31cm、底部径は25cm、深さ26cm、13ピットでは開口部径59cm、底

部径39cm、深さは不明である。壁は、ともにゆるやかに外傾している。埋土は、 EG37-10ピットでは

4層からなり自然堆積である。

遺物の出土は、 10ピットではみられず、 11ピットで埋土中より深鉢の体部片13点が出土したが、劣

化が著しく割愛した。
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第29図 EG37-10ピット・ 11ピット

第20表 EG37-10ピット

, 1Nn I 1o~R4/8 褐: 1炭化物、焼土な:遺物な し。 礫な~ 粘性少量有り 。 I「it~、
固い。真砂なし。

2 I IOYR 4/8褐色 I炭化物微量。焼土なし。遺物なし。礫なし。粘性少量
有り。固い。真砂なし。

性 状

炭化物、焼土なし。遺物なし。 礫なし。粘性少畠有り。

固い。真砂な し。

IOYR5/4鈍褐色I炭化物微量。焼土なし。 遺物な し。礫有り。枯性有り。
固い。真砂なし。
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EG37-12ピット・ 13ピット

EG37グリットにおいて検出した。一部は調査区域外に拡がる。切り合いは、 12ピットの上位はEG

37-4ピットによって一部が切られ、 EG37-13ピットはEG37-4ピット・ 10ピット ・12ピットによって

切られる。形状は、 12ピットでは開口部は円形を呈し、底部は楕円形で、 13ピットは不明である。規

模は、 12ピットは開口部径は31cm、底部長軸21cm、短軸16cm、深さ43cm、13ピットは開口部は85cm以

上、底部は16cm、深さ57cmである。壁は、 12ビットでは外傾し、 13ピットは中位に段を有している。

埋土は、 12ビットでは7層からなり自然堆積で、 13ピットでは中位の段より上では7層、下では5層

からなり、段の下には柱根状の痕跡を残している。

遺物の出土はない。
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第30図 EG37-12ピット・ 13ピット

第21表 EG37-12ピット・ 13ピット
層Nn 土 色 性 状 層Nn 土 色 性 状

1 lOYR 5/8黄褐色 炭化物微量。焼土なし。遺物なし。礫有り。粘性少量 ， iOYR 4/3にぶい 炭化物微量。焼士なし。遺物なし。礫少量有り。粘性
有り。軟い。真砂なし。 黄褐色 少貝有り。やや固い。真砂なし。

2 lOYR 5/6黄褐色 炭化物、焼土なし。遺物なし。礫なし。粘性少菫有り。 10 10YR4/6褐色 炭化物、焼土なし。遺物なし。 礫少匿有り。粘性少量

やや軟い。真砂なし。 有り。 固い。真砂なし。

3 lOYR 4/8褐色 炭化物、焼土なし。遺物な し。 礫多し（明黄プロ ック 11 lOYR 3/4暗褐色 炭化物微量。焼土な し。 遺物なし。礫多し。粘性少鼠

有り）。粘性なし。固い。真砂なし。 有り。やや固い。真砂なし。

4 IOYR 6/6明黄褐 炭化物、焼土なし。 遺物なし。 礫なし。粘性有り。や 12 l0YR5/6黄褐色 炭化物有り。焼土なし。 遺物貝片有り。 礫なし。粘性

色 や軟い。真砂なし。 少量有り。やや固い。真砂な し。

5 lOYR 5/8黄褐色 炭化物、焼土なし。遺物なし。礫な し。粘性有り。や 13 !OYR 5/6黄褐色 炭化物、焼土なし。遺物なし。礫少爵有り。粘性なし。

や軟い。真砂なし。 固い。真砂なし。

6 lOYR 6/8明黄褐 炭化物、焼土なし。遺物なし。礫多し。粘性有り。固 14 IOYRS/8黄褐色 炭化物微量。焼土なし。遺物な し。礫有り。粘性有り。

色 い。真砂なし。 やや固い。真砂なし。

7 lOYR 6/6明黄褐 炭化物、焼土なし。遺物な し。 礫有り。粘性有り。固 15 lOYR 5/8黄褐色 炭化物微量。焼土なし。 遺物なし。礫少量有り。粘性

色 い。真砂な し。 なし。固い。真砂なし。

8 10YR4/6褐色 炭化物、焼土なし。 遺物なし。 礫少量有り 。粘性少量

有り。固い。真砂なし。

EG37-16ピット

EG37グリットにおいて検出した。形状は、楕円形を呈していると思われ、規模は、開口部長軸52

cm、短軸45cm、底部長軸37cm、短軸32cmである。壁は、急角度で外傾している。埋土は、 3層からな

り自然堆積である。

遺物の出土はない。
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第31図 EG37-16ピット

第22表 EG37-16ピット
i層No.I土 色 I 性 状 II層NnI土 色 I 性 状

1 I IOYR 3/ 4暗褐色炭化物微量。焼土なし。遺物なし。礫少昂有り。 粘性 3 IOYR 5/8黄褐色炭化物微量。焼土なし。遺物なし。礫有り。粘性有り 。
少量有り 。固い。真砂なし。 やや軟い。真砂なし。

2 I IOYR 6/8明黄褐炭化物微量。焼土なし。遺物なし。5-6cmの礫有り 。
色 粘性有り 。やや軟い。真砂なし。

EH37-1ピット

EH37グリ ットにおいて検出した。形状は、開口部では楕円形であるが、底部は、ほぼ円形である。

規模は、開口部の長軸は40cm、短軸25cm、底部径は18cmで、深さは51cmである。壁は、東壁では、開

口部から中位までは直壁状で、中位から底部にかけては急角度で外傾する。西壁では、開口部から中

位までは外傾し、中位から底部にかけては直壁状である。

埋土は不明である。
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第32図 EH37-1ピット

EH37-2ピット

EH37グリットにおいて1/2

程を検出した。残りは区域外

へと拡がる。平面形は不明で、

規模は、開口部径が42cm、底
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部径31cm、深さi7crnである。 第33図 EH37-2ピット

壁は西壁では直壁状であるが、東壁では外傾している。床面は東側にむかってゆるやかに傾斜してい

る。埋土は 3層からなり、自然堆積である。遺物の出土はない。

第23表 EH37-2ピット
層NnI士 色 性 状 色 性 状

1 I lOYR 5/8黄褐色 I炭化物微塁。 焼土なし。遺物なし。礫少屈有り。粘性II 3 I lOYR 5/6黄褐色 I炭化物、 焼土なし。 遺物なし。礫有り。 粘性有り。 や
有り 。やや固い。真砂なし。 II I Iや固い。真砂なし。

2 I IOYR 4/6褐色 l炭化物微量。焼土なし。遺物なし。礫少量有り 。粘性
有り 。やや固い。真砂なし。

EI37-1ピット

EH36• EH37• EI36• EI37グリットにおいて検出した。平面形は楕円形を呈し、規模は、開口部長
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軸132cm・短軸114cm、底部長軸113cm、短軸102cmで、深さは48cmである。壁は急角度で外傾している。

埋土は6層からなり、 1層には26cmX24cm、17cmX 12cmの2個の花岡岩の礫がみられる。礫は、据え

られたものかどうかは不明である。遺構の性格は、埋土中から朱の付着した土器片や耳飾等が出土し

ており、墓拡である可能性が高い。
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第34図 EI37-1ピット

第24表 E 137-1ピット
層Nn 土 色 性 状 層Nu 土 色 性 状

1 IOYR4/6褐色 炭化物微量。焼土な し。遺物土器片有り 。大き い礫2 4 不明

個有り。粘性少量有り。やや固い。真砂なし。

2 lOYR 5/6黄褐色 炭化物微量。 焼土な し。遺物土器片有り。礫有り。粘 5 IOYR 4/6褐色 炭化物微量。焼土な し。 遺物土器片少量有り。礫少星

性有り。やや固い。真砂なし。 有り。粘性有り。やや固い。真砂なし。

3 IOYR 4/ 4褐色 炭化物多量。 焼土なし。 遺物骨片、土器有り。 礫有り。 6 lOYR 5/8黄褐色 炭化物微量。焼土な し。 遺物なし。礫少量有り。粘性

粘性有り。軟い。真砂なし。 有り。やや固い。真砂なし。

［出土遺物］

出土した遺物は、土器•土製品・石器がある 。

土器は、劣化の著しい土器片372点（うち底部6点）が出土した。9点を図示した。 1,_ 5は、横

位の平行沈線により文様を意匠するものである。 1は、深鉢の口縁部片である。断面は、頭部で 「く」

の字状に折れ、口縁部は、幾分内反する。口縁には山形の突起を有し、突起下には円文が施文され、

円文下から縦位の沈線が垂下している。縦位沈線と横位沈線の交叉する内側には、下位方向からの刺

突が施されている。胎土には粗砂を多量に含む。内面の「く」の字状に折れ曲がった部分より下位と、

口唇部表面にタールの付着が認められる 。 2 • 3は、平縁の深鉢口縁部片である。口縁は、ともに内

反する。文様は、横位沈線間に縦位の波状の沈線が施文されている。2では、沈線間に縄文が充填さ

れている 。 胎土は、 2 は粗砂を多量に含み、 3 は粗砂を少量含んでいる 。 4 • 5は、深鉢の体部片で

ある。文様は、 4では縦位の波状の沈線がみられ、平行沈線の下位は無文である。胎土は、4では細

砂を少量、金雲母を多量に含み、 5では器表面に細砂を少量含み、内面には粗砂を少量含んでいる。

6は、深鉢の口縁部片である。口縁には、山形突起を有する。口縁部は外傾する。文様は、山形突起

の頂部から、口唇に沿って刻みを有する幅1cm程の隆線が貼付され、内面には、口縁に沿って一条の

沈線が巡る。胎土には粗砂を多く含む。 7は、壺の体部片である。文様は、沈線と磨消縄文により曲

線文が描かれている。地文はLRである。胎土には粗砂を多く含む。 8は鉢の口縁部片、 9は深鉢の

口縁部片で、ともに平縁をなす。口縁部は、 8では外傾、 9では内反している。地文は、 8では節の

細かな斜縄文 (LR)が、 9では筋の荒い斜縄文 (LR)が施文されている。

土製品は、耳飾り 1点が出土した。大きさは、 13mmXllmm程である。中央部には、穿孔が見られな

い。胎土には、細砂と金雲母が多く混入する。
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第36図 EI37-1ピット出土遺物

石器は、石鏃6点・不定形石器 1点が出土した。 11---13は、有茎の石鏃である。11は、鏃身が正三

角形状のものである。側縁は直線上で、基部は尖基をなす。茎部の一部は欠損するが、比較的長く作

り出されている 。 12• 13は、鏃身が二等辺三角形状のものである。側縁は、 12では外弧で、 13は直線

状である 。 基部は、 12が尖基をなし、 13は平基である。茎部は、ともに短く作り出している 。 14• 15 

は、鏃身が二等辺三角形状の無茎の石鏃で、基部に挟りを有するものである。側縁は、 14では内弧、

15では直線状である。 15は、両面にアスファルトの付着が認められる。 16は、柳葉型のものである。

両端が尖り、断面形はレンズ状である。片面に一次剥離痕を残している。 17は、不定形の石器である。

両側縁にマイクロフレーキングを残す。両面に一次剥離痕を大きく残している。

第25表 EI37-1ピット出土石器
図 版 遺構名 ・層 器 種 分 類 石 材 長さ(mm) 幅(mm) 厚さ(mm) 重さ(g) 備 考 登録 Nn

第13図 11 EI37-lp1t埋土 石 鏃 I -3 チャート 2.02 1.50 1.50 1.00 9090 
12 EI37-lp1t埋土 石 鏃 I -3 チャート 1.69 1.14 1.14 0.40 9101 
13 EI37-lp1t埋土 石 鏃 I -I チャー ト 1,64 1.38 1,38 0.65 9086 
14 EI37-lp1t埋土 石 鏃 IJ -2 チ ャ ー ト 2.52 1.42 1.42 0.60 9081 
15 EI37-lpit埋士 石 鏃 II -2 珪質頁岩 1.89 2.26 2.26 0.55 9091 
16 EI37-lp1t埋土 石 鏃 皿 チ ャ ー ト 2.24 1,64 1.64 0.45 9089 
17 EI37-lpit埋土 不定形石器 V 細粒砂 岩 4.43 2.60 2.60 8.50 9098 
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2 B区検出遺構

FF32• GA24• GA25• FI26• FI26• GA28• GA30グリ ットにおいて、埋設土器 1基と土坑7基を

検出した。遺構は、標高31--32cmの付近に主にみられるが、まばらに散布し、切り合う遺構はない。
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(1)埋設土器

第37図 B区遺構配置図

FF32埋設土器

FF32グリットのIV層上面において検出した。土器は、IV層を堀り込む土坑を設け、底面に厚さ10

cm程の黒褐色土を入れ、その上に据えたものである。土坑は不整形のもので、規模は、開口部の長軸

76cm、短軸72cm、底部の長軸61cm、短軸45cm、深さ 7cmである。土器周辺には、炭を多量に含む暗褐

色土が最大厚7cm程に堆積し、暗褐色土は、土坑から東方向へ広がっている。土器内部には、厚さ 6

cm程に暗褐色土が堆積し、その上には厚さ 4cm、径23cm程の焼土プロックがのっている。

埋設された土器は、注口土器である。口縁は平縁をなすが、注口部の上位は、幅5cm、高さ 1cm程

に山形状に盛り上がっている。欠損のため不明ではあるが、山形状の盛り上がりは注口部の反対側に

もあった可能性がある。口唇部は平坦で、口縁部は頚部で湾曲し内反している。注口部は、長さ 2cm、

幅3cm、内径1.8cm程で、頚部から40度程の角度で上方に突き出している。底部は入念に調整が施さ

れ、ほぼ平坦である。文様は、口縁部から｛本部中央付近まで波頭文が体部中央付近まで垂下している。
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第38図 FF32埋設土器

波頭文は、幅 1cm程の隆線と充填縄文(LR)により施文

され縄文は底部より 1cm程上位の付近まで施文されてい

る。胎土は粗砂が少量混入するが、特に注口部の下面に

多くみられる。土器の内面にはタールの付着がみられ、

内面の注口部にむかって右側では頚部付近に横位に、左

側では頚部から底部にかけて斜めにタールが付着する。

タールの付着は、埋設土器使用による付着と思われ、埋

設土器を斜めに据えたことにより上記の付着形態をとっ

たものと思われる。尚、注口部でのタールの付着はみら

れない。

10a, 

第39図
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第26表 FF32 埋設土器
層 NilI土色 I 性 状 層No.I土 一色 性 状

1 I lOYR 3/3暗褐色 I炭化物微量。土器片有り 。粘性有り。 3 I IOYR 3/2黒褐色I炭化物プロ ック状に有り。遺物なし。小礫少匿有り 。
粘性有り。

2 I lOYR 3/3暗褐色 I炭化物多醤。焼土有 り。 遺物なし。礫有り。粘性有り。

(2)土坑

Fl26-1ヒ・ット

FI26• FI27グリットの地山直上の7.5YR3/4暗褐色土において、全体の1/2程を検出した。残りは

未発掘区へと拡がる。平面形は円形を呈していると思われる。規模は、開口部で138cm、底部で115cm

で、深さは20cm程である。壁はゆるやかに外傾している。埋土は3層からなり、自然堆積である。

遺物の出土はない。
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第27表 FI26-1ピット
層NnI :f 一色 ＿性 状 層NuI土 色 性 状

1 I IOYR 3/4褐色 I炭化物、焼土なし。遺物、礫なし。粘性少量有り。 3 IOYR 5/6黄褐色炭化物、焼士なし。遺物なし。細かい礫多し。粘性多

軟い。真砂微鼠。 塁有り。軟い。真砂微量。

2 I IOYR 4/3にぶい I炭化物、焼土なし。遺物な し。礫少鼠有り 。粘性少量
黄褐色 有 り。 やや軟い。真砂微貴。

FI 27-1ピ ット

FI27グリットの地山面において検出した。平面形は楕円形を呈し、規模は、開口部の長軸66cm、

短軸58cm、底部の長軸31cm、短軸25cm、深さ24cmである。壁はゆるやかに傾斜し、床面は船底状であ

る。

埋土は3層からなり自然堆積で、 ー

部木根によると思われる撹乱を受け

ている。

遺物の出土はない。
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第41図 FI27-1ピット
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第28表 FI27-1ピット
層 NuI土色 I 性 状 色 性 状

1 I lOYR 3/2黒褐色 I炭化物、焼土なし。遺物なし。 5-6  cmの礫有り。粘 3 lOYR 4/3にぶい 炭化物、焼土なし。遺物なし。礫有り。粘性有り。 や
I性有り。軟い。真砂なし。 黄褐色 や軟い。真砂なし。

2 I lOYR 3/3暗褐色炭化物プロック有り 。焼土なし。遺物なし。礫なし。 4 lOYR 4/3にぶい 炭化物微昂。焼土なし。遺物なし。礫有り 。粘性有り。
枯性有り。軟い。真砂なし。 黄褐色 やや固い。真砂な し。

GA24-1ピット

GA24の地山面において検出した。半分ほどが未調査区に拡がり、埋土の半分ほどが、水道管の埋

設によって撹乱されている。平面形は楕円形を呈していると思われる。壁は、北壁ではほぼ垂直に立

ち上がるが、南壁では傾斜をもって立ち上がっている。大きさは、最大幅で148cm、深さは最大で65

cmである。埋土は、 1層は撹乱で、 2--4層は自然堆積である。
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第42図 GA24-1ピット

第29表 GA24-1ピット

正l 撹乱 色 性 ＿状 層NClI土 色 性 状

2 I lOYR 3/2暗褐色 l炭化物なし、赤錆有り 。遺物なし。礫有り。粘性有り。
真砂有り。

3 I IOYR 3/3暗褐色炭化物なし、赤錆有り。遺物なし。礫有り 。粘性有り。
真砂なし。

4 I IOYR 5/8黄褐色炭化物なし、赤錆有り。 遺物なし。礫有り 。粘性少量
有り。真砂なし。

GA25-1ピット

GA25の地山面において検出した。平面形は円形を呈

する。壁は北壁では緩やかに立ち上がり、南壁ではやや

急角度で立ち上がっている。大き さは最大幅150cm、深

さは17cmである。埋土は2層からなり、自然堆積である。

セAかり；m彎

1m 

第43図 GA25-1ピット
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第30表 GA25-1ピット
層 No.I土色 I 性 状 層NuI土 色 ＿性 状

I I IOYR 4/3暗褐色 I炭化物なし、赤錆有り。遺物なし。礫有り。粘性有り。 2 lOYR 3/3暗褐色炭化物なし、赤錆有り。遺物な し。礫なし。粘性有り。
真砂なし。 II I真砂なし。

GA25-2ピット

GA25グリットの地山面において検出

した。形状は楕円形を呈し、規模は、開

口部の長軸41cm、短軸30cm、底部の長軸

28cm、短軸22cm、深さ16cmである。壁は

ゆるやかに傾斜する。埋土は3層からな

り、自然堆積である。

遺物の出土はない。

第31表 GA25-2ピット
層NuI土 色 性

状

寸IA25より lm束
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第44図 GA25-2ピット

層N叶土 色 I 性 状

I I IOYR 4/ 4褐色 I炭化物なし、赤錆微量。遺物なし。礫有り。粘性有り。 3 IOYR4/4褐色 炭化物なし、赤錆微量。遺物なし。礫なし。粘性有り。
真砂な し。 真砂な し。

2 I IOYR 4/3暗褐色 I炭化物な し、赤錆有り。遺物なし。礫な し。粘性有り。
真砂なし。

GA28-1ピット

GA27• GA28グリットの地山直上の3層上面の暗褐色土において検出した。形状は円形で、開ロ

部径137cm、底部径122cm、深さ20cmである。壁は、西壁ではゆるやかに傾斜し、東壁では頚部で締ま

り、直壁状に底部に至っている。床面は、凸凹が著しい。埋土は3層からなり、自然堆積である。
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第45図 GA28-1ピット

第32表 GA28-1ピット
層NnI土 一色 性 状 層No.I土 色 性 状

1 I lOYR 4/3暗褐色 l炭化物微星、鉄の赤錆多昂。遺物なし。礫有り。粘性 3 lOYR 4/3暗褐色炭化物微量、赤錆有り。遺物な し。礫有叫粘性有り。
有り。真砂なし。 II I I真砂なし。

2 I lOYR 6/ 4褐色 I炭化物な し、 赤錆有り。 遺物なし。礫有り。粘性有り。
真砂なし。

-36-



［出土遺物］

出土した遺物は、劣化の著しい土器片30点がある。 3点を図示した。1は、深鉢の頚部片である。

半戟竹管による刺突文列が 2 列横位に展開する。 胎土には粗砂を多く含む。 2 • 3は、深鉢の体部片

である。2では、沈線と磨消縄文によって文様を意匠する。3は、斜縄文 (LR)が施文される。胎

土には、ともに細砂を多量に含む。

10cm 

第46図 GA28-1ピット出土遺物

GA30-1ピット

GA30の地山面において検出した。形状は、開口部では円形を呈し、底部では、楕円形を呈してい

る。規模は、開口部径30cm、底部の長軸22cm、短軸15cm、深さ22cmである。壁は、東壁はゆるやかに

立ち上がるが、西壁では直壁状である。埋土は2層からなり、自然堆積である。

遺物の出土はない。

＼貰こ '~~
1 m 

第47図 GA30-1ピット

第33表 GA30-1ピット
’層N叶土 色 I 性 状 層N叫土 色 性 状

1 I 10YR3/4暗褐色 I炭化物微量。焼土なし。遺物なし。礫3個有り。粘性 2 lOYR 4/4褐色 炭化物なし。焼土なし。 遺物なし。礫3個有り。粘性
強し。真砂なし。 II I強し。
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V 遺構外出土遺物

遺構外より出土した遺物は、土器•土製品・石器•石製品・骨角器•動物遺存体があり、大部分は

B区からの出土で、 A区からの出土は少ない。ここでは、 A区• B区を一括し、出土遺物の概要に触

れる。

1. 土器

土器は、 53cmX 35cm X 13cmのコンテナ100箱程が出土した。土器片の出土は非常に多いが、復元個

体は少ない。そのため、土器の分類は文様によっておこなっている。層位的には2層.3層からの出

土が多くみられ、特に斜面の標高33m付近に集中していた。

出土した土器の時期は、縄文時代中期•後期である。以下、縄文時代中期のものを第 I 群、後期初

頭から前葉のものを第II群、後期中葉のものを第皿群、粗製の土器を第IV群、ミニチュア土器を第V

群として取り扱う。

第 1群土器

本群は、縄文時代中期に属すると思われるものである。形式的には、大木8b式・大木9式・大木

10式に相当する。

第 1類

大木8b式に相当すると思われるものである。出土点数は少ない。出土層位は 2層.3層.4層か

ら出土しているが、特に4層中から多くの出土をみた。文様は渦巻文を主体とし、施文方法により細

分が可能である。

A. (第48図 1 ・ 2 、写真図版12-28•29)

隆線と沈線により渦巻文を意匠するもの。 1・2は深鉢の口縁部片である。1は波状口縁をなし、

口縁部は外反する。波状部から頚部へと隆線が垂下し、その内側には沈線による渦巻文を有する。

波頂部の直下には盲孔を有している。 2は口縁部に山形状の突起を有するものである。口唇は肥厚

し、口唇部には隆線と沈線による渦巻文を有している。山形状の突起下には孔を有している。口縁

部には、沈線と充填縄文により文様が意匠される。

8. (第48図 3 • 4 、写真図版12-30• 31) 

沈線によって文様を意匠するもの。 3は深鉢の体部片である。沈線と磨消縄文により区画文が意

匠される。 4は深鉢の口縁部片である。口縁は内湾し口唇部は断面形が三角形状に肥厚している。

文様は、頚部に二条の横位沈線が巡り、口縁部無文帯と区画し、体部には、 二条の沈線による渦巻

文が縄文 (RL)施文後に施文される。若干ではあるが、器表面にタールの付着が見られるが、内

面には見られない。

C. (第48図5-13、写真図版12-32-40)

隆沈線により渦巻文を意匠するもの。 10• 11・13は深鉢の口縁部片である。口縁は波状口縁をな

し、口縁部は内湾する。文様は口縁に沿って 1条の隆線が巡り、体部には2条l組の隆沈線による

縦位の文様と、 1条の隆沈線による渦巻文が意匠される。 10では波頂部が肥厚し口唇部にも渦巻文
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を有している。 5--9 ・ 12は深鉢の体部片である。 6• 8• 9は隆沈線による楕円区画文をもつも

ので区画文内には渦巻文を有し、 5• 7• 12は1条の隆沈線による渦巻文を有している。

第2類（第48図14--17、写真図版12-41--13-44)

大木式 9 式に相当すると思われるもの。出土点数は少ない。 14• 16は深鉢の口縁部資料である。ロ

縁は波状口縁をなし、口縁部は内湾している。文様は、波頂部に隆線による渦巻文を有し、 16では渦

巻文の下に隆沈線による楕円区画文を有している。 15• 17は深鉢の体部片である。15は隆沈線、17は

隆線による楕円区画文を有する。

第3類

大木10式に相当すると思われるもの。出土点数は多い。出土層位は 2層.3層 .4層で、特に4層

から多く出土している。

A. (第48図18--第49図31、写真図版12-45--13-58)

沈線と充填縄文により曲線文を意匠する深鉢口縁部資料。口縁は18• 20• 22• 25• 26では波状口

縁をなし、他は平縁である。口縁部は、 18• 31では外傾、 20•30は内湾、 21--23では頚部で一度締

まり外反、 19 ・ 24--26• 28• 29では外反している。文様は、口縁部は無文で、頚部から体部へと曲

線文が垂下しており、 20• 29では口縁部と体部を区画する一条の横位沈線が、21・22では段を有し

ている。 26では波頂部直下に孔を有している。

B. (第50図32--34、写真図版13-59--61)

緒状突起を有するもの。 32は平縁深鉢の口縁部片である。口縁部は外反し、口唇部から垂下する

鰭状突起を有している。文様は、沈線・隆線・充填縄文により曲線文が意匠される。 34は波状口縁

をなす口縁部片である。口縁部は外傾し波頂部直下に鰭状突起を有している。 33は深鉢の体部片で

ある。文様の接点に鱚状突起を有している。

C. (第50図35----42、写真図版14-62-69)

口縁部に刺突文あるいは列点文を有する深鉢口縁部資料。 35• 37• 39----41が波状口縁、他は平縁

をなす。口縁部は37-39• 42が外傾、 35• 36• 40• 41が外反している。 35• 37• 39は波頂部直下に

刺突文を有するものである。波頂部は肥厚し、 35• 37では弧状の沈線によって刺突文が区画されて

いる 。 36• 38• 40-42は列点文を有するものである。 40-42は口縁部に沈線によって区画された列

点文を、 38は口縁に平行する二条の列点文を、 36は口縁は無文で頚部から体部にかけて沈線によっ

て区画された列点文を有している。

D. (第50図43• 44、第56図127、写真図版14-70•71、17-154)

隆線と充填縄文により文様を意匠するもの。 43は深鉢の口縁部資料、 44は体部資料である。43は

口縁は波状口縁をなし口縁部は外反する。 127は深鉢の体部から底部にかけてのものである。二対

の穿孔のほどこされた突起を有している。

第II群

本群は縄文時代後期初頭から前葉に属すると思われるものである。出土点数は最も多く、本発掘の
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主体をなしている。出土層位は、 2• 3• 4層から出土しているが、圧倒的に3層からの出土が多い。

文様は隆線・沈線・刺突・貼付文などの組み合わせによって複雑化している。形式的には、門前式あ

るいはその前後の土器を中心としている。

1 類（第50図45• 46、写真図版14-72• 73) 

口縁部に鰭状の突起を有し、体部には地文のみが施文されるもの。いずれも深鉢の口縁部資料で、

45は平縁、 46は波状口縁をなす。口縁部は45が外傾、 46が内湾している。

2類

隆線によって文様を意匠するものである。

A. (第50図47-第51図52、写真図版14-74• 76-79• 81) 

隆線と充填縄文、あるいは隆線・沈線・充填縄文によって文様を意匠するもの。 51• 52は波状口

縁をなす深鉢の口縁部片である。口縁部は、 51では外傾、 52では波状部にひねりのある把手と孔を

有している。 47-49は平縁をなすものである。口縁部は47では外反、 48では外傾、 49では内湾して

いる。 47では口縁に二個一対の突起を有している 。 47• 48では隆線の内側に部分的に沈線による縁

取りがなされている。 50は中空の突起である。突起の頂部はねじれ、隆線による渦巻状の模様を有

している。

B. (第51図55----58、写真図版14-82----85) 

隆線と隆線に平行する列点文を有するもの。 54は平縁深鉢、 56は波状口縁をなす深鉢の口縁部片、

53は深鉢の口縁部突起、 55は注口土器の注口部である。 54は内湾し口頚部に隆線と列点文を有し、

体部には浅い沈線によって文様が意匠される。 56は頚部で締まり外反するもので、波頂部直下に径

8mm程の孔を有し、孔の回りに隆線と列点文による「の」の字状の文様が巡る。 53• 55も、 56同様

孔を有している。

C. (第51図59• 60、写真図版14-86-15-87)

刻みを有する隆線をもつものである。ともに波状口縁をなし内湾している。口縁部は無文で、体

部には地文が施文され刻みを有する隆線によって区画されている。60では波頂部より頚部へ隆線が

垂下している。

D. (第51図61--第52図72、第56図129・130、写真図版15-88--99、17-156、18-157)
C類同様隆線に刻みを有するが、刻みが2,..., 3個程度のもの。 61--72は深鉢の口縁部片である。

61• 63• 64• 71 は口縁が波状口縁をなすもので、他は平縁である 。 61• 66• 69• 70 • 71は二重口縁

をなす。71は中空の突起を有するものである。隆線で区画された文様内に刺突文を有している。

129・130は深鉢の口縁部から体部下半にかけてのものである。129は、口縁は波状口縁をなし、ロ

縁部は外傾する。文様は、口縁部は無文で、頚部から体部にかけて沈線が垂下し、部分的に沈線上

に刻みを施した隆線が貼付されている。体部中央部には横位の隆線が巡り、体部上半と下半を区画

している。 130は平縁をなすもので、口縁部は外反する。文様は、口縁部は無文で頚部から体部に

かけて隆線が垂下し、区画文を意匠している。体部中央部には129同様に横位の隆線が巡っている。
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3類

ボタン状貼付文、連鎖状浮線文を有するものである。

A. (第52図73--76、写真図版15-100--105) 

ポタン状貼付文と隆線あるいは沈線を有するもの。 71--73は深鉢の口縁部片である 。 71• 72は平

縁をなし73は突起を有する。71は沈線、 72は隆線、 73は隆線と沈線により文様が意匠される。74は

中空突起である 。 ボタン状貼付文と孔を有している。 75• 76は深鉢の体部片である。75は隆線によ

り縦位の波状の文様が描かれている。

B. (第52図77,._,第53図81、写真図版15-106-110)

ポタン状貼付文あるいは刺突文が、隆線や沈線によって連結するもの。 78は深鉢の口縁部片であ

る 。 口縁は外反し二重口縁をなしている。ボタン状貼付文は二条の隆線によって連結する。 80• 81 

は同一個体と思われるものである。 81は口縁部突起、 80は突起から体部にかけてのもので、突起下

には注口を有している。文様は、突起には沈線によって連結した三個の刺突文と、周囲に円形に巡

る沈線によって縁取りされた孔を有している。口縁部は二重口縁をなし、体部には隆線が垂下し文

様を意匠する。 77は深鉢の体部片である。二条の沈線によりボタン状貼付文が連結している。 79は

注口土器の注口部である。注口部には、ひねりの入った中空の突起を有し、ボタン状貼付文は隆線

によって連結している。

C. (第53図82---85、写真図版16-111---115)

ポタン状貼付文あるいは刺突文と、 「の」の字状の文様を有するもの。 82• 83は深鉢の口縁部片

で、 82は波状口縁、83は平縁をなす。口縁は82では内湾、 83では外傾する。 ともに口唇部に一条の

沈線を有している。 84• 85は深鉢の口縁部突起である。 84は中空突起、 85は孔を有している。

D. (第53図86-95、第56図131、写真図版14-75•80、 16-116-123)

連鎖状浮線文を有するもの。 89-93• 95は深鉢の口縁部片である。 90• 91 • 93 • 95は二重口縁を

なし、口縁は内湾し、 89• 92は外傾している。 86は中空の突起である。ひねりが見られ、両面に孔

を有している。 131は口縁部から底部にかけてのものである。断面は、頚部で締ま り、口縁は外反し

ている。口縁部は無文で四個の山形突起を有し、体部上半には隆線により区画文が意匠されている。

E. (第53図96 • 97、 写真図版16-124 •126) 

連鎖状浮線文と列点文を有するもの。 97は深鉢の口縁部片である。口縁は波状口縁をなし、頚部

で締まり外反している。列点文は波頂部から斜めに頚部に下がり、頚部において連鎖状浮線文と連

結している。96は深鉢の口縁部から体部にかけてのものである。口縁部に縦位に列点文が施文され、

頚部には横位の連鎖状浮線文が巡り、口縁部と体部とを区画している。

F. (第54図98--101、写真図版16-125、127----129)

ボタン状貼付文と、刻みの施された隆線を有するもの。 98は深鉢の口縁部片で二重口縁をなすも

のである。口縁は内湾し中空突起を有している。99は口縁に小突起を有するものである。小突起に

はボタン状貼付文を有し、ボタン状貼付文から刻みを有する隆線が垂下し、隆線間には渦巻き文が

意匠される。 100ぱ波状口縁、 101は平縁をなす深鉢の口縁部片である。口縁はともに外傾している。
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G. (第54図102--第55図116、写真図版16-130--17-143)

ポタン状貼付文と連鎖状浮線文を有するもの。 102--106• 110• 111 ・ 114• 116は二重口縁をなす

深鉢の口縁部片である 。 102• 104• 106• 111・116は波状口縁、 103は中空突起を有し、ともに内湾

している。 108は平縁をなす深鉢の口縁部片で、口縁は外反する。114は深鉢の口縁から体部下半に

かけてのものである。口縁は二重口縁をなし、口縁部は内湾している。口唇部には孔を有する山形

突起と、孔の無い山形突起が交互に繰り返されている。文様は、口縁部は、孔を有する山形突起下

には、沈線によって縁取りされた隆線が頚部へと垂下しているが、他は無文で、頚部の段によって

体部文様帯と区画されている。体部上半には連鎖状浮線文と隆線によって区画文が描かれ、下半に

は地文のみ施文されている。

4類（第55図117-119、写真図版17-144-146)

区画された部分に刺突を有するもの、あるいは巾の広い刺突文帯を有するもの。 117• 119は隆線に

よる区画文の内側に刺突文を有するものである。 117は、波状口縁をなす深鉢の口縁部片である。ロ

縁は内湾し、頚部で段を有し口縁部と体部が区画される。口縁部は無文で、波頂部直下のみに孔と波

頂部から垂下する内側に刺突の施された隆線を有し、隆線は頚部においてボタン状貼付文と連結して

いる。体部上半には隆線による区画文が描かれ、区画文内には刺突が施されるが、体部下半は地文の

みである。 119は深鉢の体部片である。区画文内に刺突が施されるが、 一部隆線上にも刺突が施され

ている。 118は体部上半に刺突文帯を有するものである。口縁は波状口縁をなし内湾している。文様

は、口縁部は無文であるが、波頂部直下のみに波頂部から垂下する刺突の施された一条の隆線を有し、

波頂部の口唇部のみに2個の刺突文と刺突文間に沈線が施文されている。

5類（第55図120--123、第56図128、写真図版17-147--150)

沈線によって文様を意匠するもの。 120• 121は口縁に突起を有する深鉢の口縁部片である。口縁は

ともに内湾する。120は二重口縁をなし、突起にはひねりが見られ、隆線による渦巻き文が貼付される。

貼付文の下側には盲孔を有し、盲孔より体部に沈線が垂下している。 121は中空の突起で、突起の下面

より沈線が体部に垂下している。122は波状口縁をなす深鉢の口縁部から体部にかけてのものである。

口縁は内湾する。文様は、波状部直下に刺突文を有し、刺突文より体部に沈線が垂下し、区画文を意

匠している。胎土には、非常に多くの金雲母を含んでいる。 123は深鉢の体部片である。沈線による

渦巻き文を有している。 128は、波状口縁をなす深鉢の、口縁部から体部にかけてのものである。ロ

縁部は外傾する。文様は、波状部直下に 「の」の字状の文様をもち、口縁部には横位の刺突文列が施

文される。体部には、 「の」の字状の文様から垂下する縦位の刺突文列と、沈線による区画文が描か

れる。

第Ill群（第55図123-125、写真図版17-149・151・152)
縄文時代後期中葉に属すると思われるもの。 出土点数は少ない。124は深鉢の体部片である。沈線

と充填縄文により文様が意匠される。125は壺の口縁部から体部上半にかけてのものである。横位の

隆線と沈線により、口縁部と体部が区画されている。

第IV群 （第55図126、第56図132、第57図135-146、写真図版17-153、18-159・162-173)
粗製の土器を一括した。 126• 146は、横位の隆線によって口縁部無文帯と体部地文部が区画される
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ものである。口縁部は、 126は外傾し、 146は内湾している。 126は口縁に山形の突起を有している。1

35----145は平縁深鉢の口縁部片である。 135----137• 139 ・ 145は口縁が外反、 140• 142• 143は内湾、 13

8• 141 ・ 144は外傾する。文様は、ほとんどが口縁部は無文で、体部に地文が施されているが、 138•

140は口唇部直下まで地文が施文されている。 159は、ほぼ完形の小形の深鉢である。口縁は平縁をな

し、頚部で段を有し、口縁部で外反している。文様は、口縁部は無文で、体部には地文が施文される。

第V群（第56図133• 134、写真図版18-160• 161) 

ミニチュア土器である。出土点数は少ない。 133は、体部上半で最大巾を図る深鉢形のものである。

口縁は平縁をなし、櫛目による文様が口唇部直下から底部直上まで施文されている。 134は鉢形のも

のである。口縁は平縁をなし、内反している。文様は無文である。胎土中に粗砂を多量に含む。

2、土製品（第57図147-第58図196、写真図版18-174-184、第34表）

出土した土製品は、斧状土製品2点、器種不明のもの6点、耳飾り 2点、垂飾品1点、土製円盤143

点である。

147• 148は斧状土製品である。ともに表裏に縄文が施文してあり、 148では側面に両面穿孔による

孔を有している。

149--154は器種不明のものである。 149・152は、形状が円錐状をなすものである。 149は、径3mm 

程の竹管による波状の刺突文列を有し、波底部には径5mm程の刺突文を有している。 152は、一条の

横位沈線を有している。 150は楕円形を呈するものである。片面にのみ径6mm程の盲孔を有する。151

は棒状のものである。土偶の一部である可能性がある。 153は土版状のものである。欠損品ではある

が円形を呈すると思われ、最大巾17cm• 厚さ3.5cmを測る。片面の一部にアスファルトが付着する。1

54は、沈線・刺突文によって文様を意匠するもので、表裏にかけて貫通する孔を 1個、頂部から底部

に向かって2cm程入り込む、貫通しない孔を有している。

155• 156は耳飾りである。155は表裏ともに周縁に沿って巡る刺突文列と、十字状の刺突文列を有

している。156は片面のみに楕円形の盲孔を 2個有しており、盲孔にはアスファルトが充填されてい

る。 157は垂飾品である。勾玉状を呈しており、孔を有している。

土製円盤は143点出土した。側縁の調整及び形状によって細分が可能である。土製円盤の細分は以

下の通りである。

1類打ち欠きのみによって整形しているもの。

A 形状が円形を呈するもの。 22点（第58図160-164)

B 形状が楕円形を呈するもの。 9 点（第58図165• 166) 

2類打ち欠き後、周縁の一部を磨いているもの。

A 形状が円形を呈するもの。25点（第58図167-171)

B 形状が楕円形を呈するもの。 6点（第58図172-175)

3類側縁の全周を磨いているもの。

A 形状が円形を呈するもの。 60点（第58図176-188)

B 形状が楕円形を呈するもの。15点（第58図189-194)

c 六角形を呈するもの。 2 点（第58図195• 196) 

-43-



涸 4 8 図
ー 4 4 |  

面 蕊 字 圧 廿 廿 宰

F H 3  ゜鍮； 誓炉
-
-

ミ
ニ
こ

澪`
定
翠
硲
ぶ
:di
'"
'
,ゞ,
-.
,-
:..

ミ
三

>
-
u
,
 1 5 c m  

]  

,‘、 ．＂ 
F H 3 1  | 4 祠

1 0  

」

ヽ ~＼ 會 ~ 、 ＇

tヽ ・

＾  仇 ぜ 炉 t i‘,・悶 令 召 ” 9 A Y !

ふ1

＼ ↓ . ・ E .
 

池

戸 計 ク r , - ；

. ， ' <'̀ .
 

？ ＇邸 だ か

裕 ． t

ク ダ ・ ' , " r ・ , v ¥ , f,‘ ＇`  

ャ:,’ 令 ’/ f ・ 9 : ' 9合 f`

' r 索 屯

,、 ・，  “  ，  '‘ 
・ 9 - 5  

＾` と

i g 亨 i '’喜 ジ [・ヽ名 ； ~ t

1 | 4 祠F G 3  

摩 羅 闇 軌 悧 直 8

:
ゞ
三

F J 2 9  ―ー 1 禰

F H 3 1ー 4 祠

'T
I 

'¥'
. 
f1
 
,:
,.
 

ペ壺
.(
 

さこ 芯
こ

か1

.`  ー
, ¥  

F J 2 7  | 3 祠 F J 3  

~-
C

.
.
7

1
~

 

王`
屯 ．ぷ

; r  忠翁 '

瓜 5 f—氾 虞 脅翌 ィ翠 ご 〖• ．̀ ？̀

• 5 し ． ＇ ．・・ ふ 遠 ・ 品望 翌 笠 ふ＂ 晏ふ 唸 翌 ぷ ～ ・一 ．含る
3 忍’ ザ 醒 ご 疇誓 心 ＼j  

F H 3 1ー 3 祠

峙
・,々
っ

、-
~
.

石
戸
、菫
閏
、応

ご
m』
』

直
＼

ミ
デ
~
)
~咬

~ 

こ
こ
-

• 唸ゞ
：一 ぶ
涵涵
>
'"
,A
t
'
 

ふ
演
；・'・
--
・.,
・
 
邑

, ‘M  

F H 2 7 - 3 / m  
遠
霞
9阻
:'-,
 砂

→宍
F G 3 1— 4 禰

こロ 一
..
..

苓
冴
グ
__
,.
-r
y-
=,
.J,
・
-
ー
ベ
’’‘ヽヽ
.、

＂迂
t零
ミ
憎
，

"T
I 

＼
 

忍
心
迄
~

{\
ー
,
:ゞ;

,-
.

;:
'-
-―

←•
く

w
 
、、
～
索
茶
,:,
:吋

，:述
べ
夕
’

.....
 
紅.・
、:;
!;;
賃

I
 

1'
い
必
ャ，，，

I¥
) 
ギゞ

祠
：
ミ

ヽT
• 
;＇ ¥  

•• 
, ＇ :  , 1 i  

F I 2 9 - 4 禰
_
 
.. 
,. 
""
-i・

ミ
A

~
 



FH32-4層

FG31-4層 28 29 

·· ~ ~, ヤ9

FG31-4層

゜ 5
 

10 
15cm 

No23・30・31によ―
1 
4 

第49図遺構外出土土器

-45-



FF32-2層
49 

第50図遺構外出土土器

-46-



ー 4 7 |  

蔀 5 1 図 J 芦 9 圧 廿 廿 曲

1 5 c m  

5  1 0  _ _ j  

゜
L | I し ー

_ ~ 1  

N o 5 9 ・ 6 3 ( ; : J :
4  

,. 
ヘ
，
..
 

ぷ
ぶ

4r
,•

:,
.
.
 ふ
"

•. ,
 
なツ
、•

 • ,―
、芯
冷
¥
¥','¥ 

訊(-
',,
_';
,;'
;ぷ

，，
•和

，・え
:-,
,,, 
・,,
:・・,
 .. 
_,,,
_.・ 

・^，心
●.
..
 ,
 
,;

·_
-,

、聾
泊•ふ

り
．ヽ．、'.ヽ
,・,
,...
.. 
,
』
}
,
芦
iゞ
ぶ

... 
• 

~
-
"
・
 じ
"
'・
"

心
＇`翌
f、i
ぶ・
筐

:;
'i:

i·'
し•:

,,,
"
.
 ・..
.,
 
ぶ
.
,
 

、,・
・・'
ャ<、
苓
翠;
;,

がi•/
'
·
(
•
·
 ●
''
-'
1
心
t
冷
'
"ヽ

炉’`ヽ
;'
、,.,,,,
,

·•
,<;

"'
•: 

... 
.. ,.
・,,,
.:, 
c
,,、
1
,,.
,-.
そ.,
,

:•r-
-,,

 
誓ぶ
J、‘

翌
—
心、
心

..
..

•,/
・·
,ゲ
.
'
、
・
ギ
,.,
 
)
 .,,,
 

,
 
,,.
,'曹
,
.. 

•,. 四
ゞ
忌
'i
,, 

I
 ,
 
., 
,
 ... 
,;.,.
v・
.-,
.,
(
 

討八
J喜

i;~、D虜
9曹i
;,

:•(
.念
＇公
が全
・
 
會"
・_;')

可杞
是：
バ苔
吋

w
,
 
炉終
召:
:,
:,
,-
・:,
文
，

..'・ 
ゞ

1戎
~-

'·
\、

N
紐
翠
t豆
:;,:
dぷ

I
 
.
 
ヽ
"

I'
,.,

·•,
•~

--
-.
. ,
,.
 心
lヽ
，..
・.
...,
 
炉

ぶ
'
~

-·
··
、~
ヽ

.i:,
. 
;,
,
』：・
＇心
，ヽ
,・_
:唆:

,;;-
>•
咋
哀
祁
‘

祠
：：又

~:::r,
cグ
讐如

万〗
ぷ
気
心
｀
活
感~

f.汽
ら

ゞ
爛
と
、
ギ
ヽ

・,,.
,,

,、
滋

.,•
t

¥
、
/
/;
祐
耀
哀

83
~ 

,, 
ぷ
~
,
、

ェ
嘉ゞ
臼`

必
w
 
'ぬ
砂
ザ
':・

I¥
)
点
:t>
賛‘羞
虞

l
 
炭
竺曹
・.
• 

• .•.
.•

 I
 
;,; 

:
 

-,~
i
i
J
,
'·

 
.-i
:・.
11
1
 
I
 

溢
tii
,姜
屡々
?
:P 

lな’’’
ダ
蒼

,,._
.、

'', 
叉
汽箋
ぅ

>

・‘ 、 .、 、ヽ ． ＼ ．

， 咄 訃 i

， ＇ ； ＂ 幻~ J f3 ヽ § " ）ヽ f ・" ・ ' - T ‘ ・ ＂ 代c . 情 ・・ 、 ・ 改 恣 ーー; ・ , ？ ： 4 ;‘ ・  ぅ 忍 ‘互 笠
’ .， ．
． ， べ •

諮 区 位 • • ‘ 、 さ 一

'↑ 尺 ・ ' E い 色 岱 ” 玲 見 ．． 、 •

冬 ， ＼ 叫 謎 忙 i f . ， ． , “ ' い 合 さ ． t．` 孔 罰 烈 嶽 i t し じ ー・i tく "・・ヽ・ ・ ・・ ・ , -烈 罰 A 、 .. 9 ;， ？ 羽 覧 ．， ＂ ， ．＇ ，ヵヽ： 9 ． ．  ，  ． ．  ,. r 、,̀・ ,．ヽ " 9 ・ ・ ・

~ i 累 • 9 ` · · ヽ ‘ .

． ， ふ． 9 r'豆 ’ 魯 ふ

咄 り ，．＂勺忍 ’ : ； ⑱ 豆 パ 尻 亙 ―
t

••
 

. I ; I り ’` ・五 苔 ． え な 心 立 ：； C , ヽ尋 麟 芯-，
、 心 塁 心 暑 誓 、 ． ぶ ' [ ↑ ’,ソ / 9 f贔 企 差 門 ぷ t /『 : r " t ． ク りg 忍 翌 麿 翌 5 ¢ :}、";.＂ t . . .  ぷ } ; Y. ？ i ] 9 ,．＂ ・山 、 芯 冬 - ： ; ・ ' ク} ‘ ぶ 翌 ぷ ’ 1

, I : ＇ ." 、 西 糾 ” F f 和 唸 ・ 9 羞 ”、ヽ 5 , m 崎 麿 喝 ； 5 ．
9

、t § 沿・ ・i

h ,

 - ~ -- 5 9  

, i 1 . l ぃ H
. i ，ヽ，・ ＂り ．． ， ＂ ”・,． i f p . J  ・ヽ ． ． ． ，・ 2 ” '

A 9 ‘ • ぷ ゃ ' .ぶ • 石 ’i

．．．． 、,̀  ,・ ・・ 、." r .9 、, ．． . ‘  ‘̀. ,． 9 ・ 曹ヽ ‘・ 、・ ・ 9 ＇`  ず` 忍 ぞ 屯 ： ．． ｀ r ．  

忍 忍 邁 炉 受 ， ＇ ； ＂ ー

そ り 唸 ‘ t i ? 4
• 

• 
” , a "  ．． 及 ぶ ， ．．． I t 、ノ ， ” H 9 ぶ ．y J I Vし iし 、"ヽ "• . 
C A 4 i 'f ぃ`、 心 J y . 5 . g ;ふ 乃 げ ‘

‘ , ' ‘  

.、
ザ
‘玄
g

や
名
斉
怜

ャ，::
•均
窄
:_!

"
'l
;
 
ょ
：・.・
-,
・

,.,
,, ,,:,
_,:
 

;-•
--

T
)
似
:砂
忍
恥
：：/, 凡
¥
，
 

w
 .... 
,
 

祠
>'

~・ダ
,・、
-.、
--

述`
,ヽ,_
t, 
勾
尽
.
 
-
.. 
-
.. 
c
o

,
~

1て
-

--
-
,.-

忠
こ

一
函
土も

"Tl
・¥、主
砂
翠

ェ
屯
汽
ぞ
妙
,
.

ぃ
衣
平
-:,
,.
;;c
,、心
吋
苓
唸̂
心'
::
,

..
、).
,

.
•• 

.,
.•

 怨)
-:

::
,•

·.
'>"
!
 r-

→
 

.
•• 
ーベ
又
.,,
..
 

~--
,.,,

,,;_
;~,,

;t
喝
し

，が、
翌

l
<ヽ!;
-
'
..

w
 
... ,
 
.. 
匂
・,
.
,.-
、.,_賃
髭：
・吟

ill
 

ご翠
〗:

::
唸
い，

-"
Ji
<.;
,
 
、
羞・
・丸
：
ふ

梵
恙
企
..
 

•
·l,

:: 
呼

.~

.,
._
. 
-. 
-・
 

~
~
、
、 心

.,
 ..
 
,
 •

.. 
,.
,,
 
が
.
,
,.
, 
名
.
.,
., 
..
 

• 心
玲
べ
'.
..,
. ク
・淫

だ
お
・・,,
....
 ..
 

Tl
 
f
、....
... ,
,, 
．呵
●’
工
忍訪
w
・！ヽ
,,.,
.-:-・
.,・
.,. 
か
,
,

→
 ,
 
.. ,
.,,
, 
... 

ぷ
・ヽ,.,
 
.. 

....
、,_,
,,.

.ヽ..-・
,.以
,;
.
、
，
,
,、•. ,
 
・

、ほ
,-

.:
,.
"."

:;!
·,•
[,

'.窄
ふ
.
 
I
 
.
,
 .
 

＇応；
;,,:. 
亨均
>,
・足
澤'.
l(j,;
:
 
吟
い
洒,
.・
..
,
 

叩
1冷
':

J
ッ
,
.

,, 
•'.,-.

,-.
,,1

、
.,,
・
..
 
,
 ハ·

•
"ヽ
i>'
if.
:
,l.,
 
祠
’坐
翠

:--
•·:

,; 
・
.,
::'
,;

,,,
,,-

:·i
/.-芦

叶
f

:j•
,''

;_-
,,
、し．

:;: ぶ
ふ恥
窒：
:_!
:;"
y砒
；,
.
 
射
-:・
:
 

・・
ヤ

．．
 

., 
.••

 ,
 

ふ
·
·

.,
,,

,•·
·:
··
·

Tl
'. 
蒋・
:り
・，.
,••

 ,, 
ご.
'、
.,
,
... 
,
 

'...
.
 
,._
 
..... 
,.
 
冷；・'
忍
i畷
)/
唸；，

..
.
.

.
.
.
、

•

(_ 
¥; 改
．．''

-1/
••';t

: 汽
L::昧
・:.:ゞ

.、
,.__ 
._,
 
..
.
 
...
 ,, 
・；^
＇．．．
，．

8ふ
叫
憂；

〗
I
 
炉
ゞ
..
.北
h
M曹ヽ
；,,
,, 
.
 
ゞ
..
..
,.
 

→
 
葱
：'';
・ヽ::::
<
炉
苓
ら位
；：
、`＇ぶ、
｛念

祠
唸

：望
~:_ー，

．＼企
ぶど
〕！

•一
、
ど
凡
，

._._
,.

-ふ
,-

,• .;
y
・-

:
 
._,,.
, 
ぶ,
,・

芭こ
ここ

こ
麦
瞬
;'.

．―-
--
ぷ

咤
記
吃
；

-
~

~'. 全
乏
そ
ご；，’
、零
こ・・・.・.
.,
 
.. 

、..
パ・・・
・・-;,
ふ
さ
雲
..:
.,
, 
--."
<,.
・';
.' 

• 一・
茫
:/
;.
C.,
a;;,
ふ
・

... 
.
.. 

、,
p
一
.
..
 
,
 
・
,
 ごた
：
 .
.
 

·• 
忍
'foi
._・
--
-
・:
,..,
, 忘
F-t
a
--
'. 返
四

.,-c.
•-'

(c• .,. 
ニ
：

竺
姿
r

--~
· 

，令
竺
,.・
'・
全
：.,.,.、
・:.
-
,
 
..
..
.
 

• ・ミ
：ふ;,

• 
• .
 
．．
．
、心
ぷ
も

Tl
 

I、i緊
玲

:
)
心

·ヤ
．：：

—―：三
ラ
紐
>
,
ご

ェ
i;必
,.'
,_
., 
.,.
 

'·'·
•"紀

念至
翠
ぇ
辛
桑
⇔
令
念
必
玲

ぃ
翠
tふ
.,..
.
 
,
 ・.--••

 ,,
 

ペ•»
..
 ,.,.
:J
・
・

,
 
.
 
.,
 ふ
玄
唸
;,'
f
.. 

ふ

°
 胃
五

:.)
~穿
’
’
苓
；
窄
差
哀
.
 
-',、・
字竺
疇ざ
ざ・

•• 
I
・,,.
. 続
r,,・
・----

-~·
、・__

_.. 
-・・;.
'. 翠
>・
;:
'完
砂
・

へ
.ヽ.
,
,
・
 
'¥踪
；・
：：
翠
叫；
ふ
歪
こ

w
/<
 
'"
べ
・..
,
.
,
,
'
?
 
・,
'

・
.ゞ
,
...
、.
....
....
.

,•
.'

ん：
名；
.-
¥:
c..,
 

→
 ・'
・
 点

・
 
芯

•.. 
・
 ;~

 
~
 捻
:,:c
・・
 .
 
,, 
・・..
_. 
,
 
....
.
 
,
 
.
 
,
 ,, 
(、

• 
、-
.
 

祠
＇ゞ
ーく
牙
ぶ
’ぶ
疇
：
:::'三・
で・,
:;

、~苫
娑
翌
雰
｛
忍
、
""'
...
 
.,
 ..
.. 

,, 
.. 

,
 f
心
心
，.
ふ,
..'・
.:・:
;, 和

ダ
ク

•長
,

•.•
 

-:~
,:.

·, 
ぶ
寮
・，.
..
..
,
 

•. _
ふ,
-..
 

-.~,
-·· む

~
:-

..
. 
、

頑
.. 魯
豆
'.,闘
麦

":
.・
・
・
、
,.
..
..
 

.,
_

,.
·.,
~

-
-
-

：ヽ
ヘ

,C'
•"

 
,
.
'
 

F H 3 1
ー 3 祠

~
~
 多二

．ヽ ； し り 、、1 9 , ． ．  さ

•
9
 

9 .  

、 ．  ．． L  
• 『

• • 

. . ,  ．．  ぃ '
I

•9
 

J  

•
•

•
•

• • 
， ；  ， ・ ー

• 9 • • ,． ー 4 ． ． 心 ．

9 .
. t

菜 [̀
.. i {
 注

9 . 、. • 

. a  

．L [ ヘ・ 一
1  ,  

• • • 
．．．心 i ,

こ こ ｝ 9 i

. 5 ↓ 笠 く,. 』ゞ` ．`` ・究 ’ - ． J • 、 『

：K ． ぶ 7
羞

9 .  . 9
 

‘ .. t , i fー 、 J - - F G 3 1 - 4 J i  

.̀ • 

D  

‘ “  

“  . 1 , ｀r “て以` 喜 グl二 ぷ ヂ ぷ [ [ 賃
B

＃ 拿[ ＿ 享 三 こ 塁

-l 

麿 量 . し - 9 汽¢ り ‘ ~ 芥

F G 3 1  - 4 } i  5 3  

, - , , ,
 
,‘ ,. 



塞a_oCIL

LL'ぶ

W.i紐忠澤

匂ぞ疇 ぶ冒心
i[芯や

覆澤1羹 It. ,｝鷺‘ぐ ,"'くJ力合r-・i,

．ャ文{

食虞
i

三了＼も
1

墜8Cー~8H.:l

[
． 

t? ・沿

0:? 哀唸9

5L 

冷碩王兌ふt岱吋夕

唸"-函rta,h ●‘．芯

t 

．＂， ＇，包名芍． 』
•

も＼Y＂`

,g和5y...,．C、 .•. 
f
, 

ト↑ ．． J" 

.9
.

“ふ“亨¢哀翠ゞ 判炉応注'?̀¥

｛

． 

•一ヽ

.、
5.

、

>
~
 

こ
ミ
~喜
翠ミ翌
・
.・

名
9
、,＼炉
')

-·~ 
ゞ
ピ
?で叫

衰
〗`；＼閤
寄

,. ,,
 

舟
•
隠

：.
 
,・ 
't;; ぶ‘・攣
／
 宣

ふ¥・
芝
t崎
吟ゞ
t
C') 

芯
~
ゞ
・、ハ.-.'五
岱
:i:;:
::-
I
 

厨
ぷ

,,/:.~丘ふ
:..J;,

~ 
忍
そ
冷

k~'""""'·:"]竺
i
正

をゞ
．
．
．．．．

C:)r 
1
-
-仁ミ•＾念'
.. 

、
ダ
安
弐
..
.
、

-•-
CY

~ へ
...
..~
 ・＼ゞ
ぶ
..'

疇
:
:
諮訊；'

:,'•.t 
~-鍔
疇

k.
こt
'?

.•• 喜；．
喧！

・
丸
fYiJ¥
;;;
-i
が

→
 

-.
 .
,
 
___、.,露
茅
h'i
工

.¥1
0,
 ,
 
,.
_
 -・
 

石
琴
'.(
LL
煉

,~
., 玉
・e
,.
 

蛋ゞ応ぷ
虚
；喜；,{>・
¥
 

ご
翠
；
？
、

~---、
．．．．． 

咬
尋

＇、，
岱
.... 
-... ., 

.-
.
 

-_
,
 ー-.,
.
 
,
 

M
 

-
、
11'
"霞
丁
：
：
：
炉
―
-
こ
・

>: もー-
'-"' 
~
 

J
 

'ti&言1•』;,rir;;;\足.~
~

『'r(~,~-~
"Ill!
,; え
贔
心
；:.1汽：
g
 

-~ 芯か
。

0
因
咬
ぷ
ふ
.
r
 令
I
―
 

―ー、
エ

•ii'や
t_'I- ---・
 
一

ら
,.. ~~~h ",!'; 

,:~)誡
t/
LL
喜
令
，，，；¥
;
 
餞
知

}~!.LL
ぶ
::._:-.-,,
令
'.--
"
<
s
 .. 

(") 
.,.,
._ 
.
 
__ ,_—· ー［砂（
碍；
t.f:
 

•. Jお
-~....

., 
,.._ 

•• -,.Y
 -1飴,.. ここ

c
o

ェ
ゞ
ふ

冗
ぷ
½

>
"l;、

LL 
・ゞ
：．，

ヽヽ＄認
汽’、社:-.,~、,,,.r

>,_. ふ
:・,:
点

ぷ`ぷ琢
:
.,、況
.
r
,c-
r
,・,
 
・

、.,
-'-¢
 
・

.. 
-
,
 ク
シ:・¥
・..;,

.
 ,! 研
1
"''
.ペ'(・_
』
-(
'.
、,.、
.

ミ
l2

r.
r
~

~
--0

,1 i・?
 
ベ;:、べ
＼
；；；

心
~

::-—←恥s、
応
Iヤ
,,r;ふ，

'~給
喝
俎
i
―-

琴
t
>
・,.

/,.、I;-ー、'
,~{·'ヽ＼ふ,;\•-.'-

.
 

)料
令

'llc・ヤ
~

-';詞
.I;
--, 

埒恥
，r誓
免
J._
;
 
参

t,,:·(!l'>-.,;~氾
宣
，;＇が
>
，こ玉
、応
・らー｝
炉
LL

）
心
心

：．ヽ
•

:ゞ
ュー、ご

翠
心
宣
灼
,
,ふ汎翠:°";-;:~·;;;,-:.ぶ

~
-•. ,,
 
M
 
,1
..,.-.r 
足
、J
心
り
;々_・

，
．
 

.
 

• 
.• ., __
．ヽ．べ"

-•i .. ,
 

i闘rttJ>'f~〗{l;flf
沿．；年.--
・

v.,; 
や
._,

ゃ
ど

へしぶ忙\.~,ゞ
、,,_..... 

●
 

t9

‘笏ず i

ぷ”象汐 fがク森 ＇  

ー
、二

夕'.娑 ぶ7?••1.8 ，^ 芦名必，iu
嘉g-
～

／ 

tJ
● ぺ．
心 ．ぶf

‘̀
．A.5認r./冠

,̀5 " i9 、

•E整屈忍r, ’ 8

デ文ni

，問
OE:H
LL 

畠笠成／因亨i冨喜 窯驚j.L9 fl¥
’
’
ァis.
-5

¥"

― ―ìtJt斎
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第34表出土土製品一覧表

図 版 地点・層 器 種 分類 高さ 幅 厚さ 重さ 備 考
登録
番号

第57図147、写真図版18-180 FI29-2 斧状土製品 4.2 3.3 1.6 19.9 65 
第57図148、写真図版18-181 FH31-3 斧状土製品 4.9 3.3 2.5 47.6 側面に穿孔有り 64 
第57図149、写真圏版18-183 FH31-2 器種不明 3.86 3.66 3.4 36.2 888 
第57図150 FG31-4 器種不明 3.5 2.7 1.8 15.6 68 
第57図151、写真図版18-176 FJ30-2 器種不明 4.0 1.5 1.6 1.1 224 
第57図152、写真図版18-182 FI29-2 器種不明 2.96 3.36 0.7 12.6 952 
第57図153、写真図版18-184 FI31-2 器種不明 11.7 17 .0 3.8 851.5 アスファルト付着 957 
第58図154、写真図版18-178 FI30-3 器種不明 4.16 4.3 3.1 38.6 穿有り 66 
第58図155、写真図版18-177 FH32-3 耳飾り 5.3 5.36 2.1 59.5 63 
第58図156、写真図版18-175 FG31-4 耳飾り 3.2 3.0 2.2 20.5 孔にアスファルト充填 2 
第58図157、写真図版18-174 FI29-2 垂飾品 3.3 1.3 1.44 6.3 穿有り 171 
第58図158 FH30 土製円盤 5.74 5.26 1.13 43.2 円形、打ち欠き 98 
第58図159 FH30-3 土製円盤 4.18 3.63 0.82 12.7 円形、打ち欠き 103 

FH31-4 土製円盤 2.73 2.86 0.62 5.5 円形、打ち欠き 121 
第58図160 FI30-2 土製円盤 3.72 3.44 1.02 18.2 円形、打ち欠き 142 
第58図161 FI30-3 土製円盤 3.6 3.03 0.64 8.2 円形、打ち欠き 144 

FI30-3 土製円盤 4.07 4.21 0.80 12.5 円形、打ち欠き 146 
第58図162 FI30-2 土製円盤 3.65 3.38 0.82 12.5 円形、打ち欠き 149 

FG32-l 土製円盤 2.38 2.45 0.92 5.5 円形、打ち欠き 172 
FI27-l 土製円盤 2.80 2.78 0.68 5.5 円形、打ち欠き 176 
FI28-4 土製円盤 2.29 2.03 0.75 3.2 円形、打ち欠き 178 
FI28-4 土製円盤 3.04 2.84 0.75 6.0 円形、打ち欠き 181 
FI30-1 土製円盤 3.30 3.23 0.85 10.2 円形、打ち欠き 187 
FI30-1 土製円盤 4.14 3.95 0.69 13.0 円形、打ち欠き 189 

第58図163 FI30-3 土製円盤 4.26 3.84 0.67 14.2 円形、打ち欠き 190 
FI30 土製円盤 2.86 2.99 0.69 8.0 円形、打ち欠き 191 
FI30-1 土製円盤 3.60 3.66 0.91 14.0 円形、打ち欠き 192 
FI31-3 土製円盤 3.64 3.78 0.92 6.0 円形、打ち欠き 195 
FH31-2 土製円盤 2.90 2.72 0.88 8.6 円形、打ち欠き 199 
FJ27-1 土製円盤 3.06 3.17 0.72 7.5 円形、打ち欠き 207 
F J28-1 土製円盤 2.90 2.93 0.84 7.8 円形、打ち欠き 208 

第58図164 FJ29-2 土製円盤 4.21 3.74 0.8 14.6 円形、打ち欠き 210 
GA30-2 土製円盤 2.87 2.52 0.64 5.2 円形、打ち欠き 229 

第58図165 FG31-3 土製円盤 5.0 4.82 0.91 24.2 楕円形、打ち欠き 74 
FG31-4 土製円盤 2.24 2.87 0.97 8.2 楕円形、打ち欠き 83 
FH31-3 土製円盤 2.61 2.33 0.73 5.0 楕円形、打ち欠き 114 
FH31-4 土製円盤 4.94 4.39 0.75 18.2 楕円形、打ち欠き 123 
FH31-2 土製円盤 3.56 3.12 1.26 13.0 楕円形、打ち欠き 132 

第58図166 FI30-3 土製円盤 4.0 3.36 0.75 12.5 楕円形、打ち欠き 147 
FI27-3 土製円盤 4.18 3.87 0.84 13.5 楕円形、打ち欠き 177 
FI29 土製円盤 4.98 4.51 0,70 15.7 楕円形、打ち欠き 184 
GA30-2 土製円盤 3.5 3.0 0.88 10.0 楕円形、打ち欠き 228 
FG31-2 土製円盤 2.64 2.44 0.61 3.9 円形、 一部磨き 72 
FG31-3 土製円盤 5.20 4.82 0.90 24.5 円形、一部磨き 73 

第58図167 FG31-4 土製円盤 4.12 3.76 1.08 20.2 円形、一部磨き 78 
FG31-4 土製円盤 3.0 2.81 0.95 8.7 円形、 一部磨き 81 
FG32-4 土製円盤 3.04 3.12 0.75 6.5 円形、 一部磨き 89 

第58図168 FG33 土製円盤 4.44 4.14 0.81 17.0 円形、一部磨き 91 
FH29-2 土製円盤 3.78 3.62 0.91 13.2 円形、一部磨き 93 
FH30-3 土製円盤 2.88 2.74 0.94 8.2 円形、 一部磨き 96 
FH31-3 土製円盤 2.98 2.85 0.95 9.0 円形、一部磨き 115 
FH31-3 土製円盤 3.22 2.95 0.92 10.3 円形、 一部磨き 118 
FH32-2 土製円盤 3.55 3.26 0.79 11.4 円形、一部磨き 127 
FH31-3 土製円盤 3.74 3.30 0.71 9.5 円形、 一部磨き 129 
FH31-2 土製円盤 3.49 3.20 0.88 11.2 円形、 一部磨き 131 
FH32-2 土製円盤 3.24 3.29 0.95 9.2 円形、 一部磨き 133 
FF32-2 土製円盤 3.57 3.56 0.86 11.5 円形、 一部磨き 135 
FI29-3 土製円盤 3.58 3.40 0.76 12.0 円形、一部磨き 137 
FI29-3 土製円盤 4.12 3.76 0.76 11.7 円形、 一部磨き 141 
FI30-3 土製円盤 2.68 2.48 0.72 5.7 円形、一部磨き 143 
FJ30 土製円盤 2.60 2.58 0.80 5.5 円形、 一部磨き 164 

第58図169 FH30ふ 土製円盤 4.06 3.93 0.88 16.5 円形、一部磨き 173 
FI28-4 土製円盤 3.98 3.86 1.0 17.0 円形、 一部磨き 180 

第58図170 FI29-5 土製円盤 2.65 2.45 0.62 5.2 円形、 一部磨き 182 
FI30-2 土製円盤 2.64 2.88 0.86 8.3 円形、一部磨き 201 
FI31-1 土製円盤 3.02 2.69 0.72 6.2 円形、一部磨き 203 

第58図171 FI31-3 土製円盤 4.34 4.26 0.91 19.2 円形、一部磨き 206 
第58図172 FG31-4 土製円盤 4.68 4.36 0.7 15.3 楕円形、 一部磨き 76 

FH29-2 土製円盤 3.84 3.17 0.89 11.0 楕円形、 一部磨き 94 
第58図173 FH30-3 土製円盤 4.72 4.68 0.81 17.0 楕円形、 一部磨き 104 

FH30-3 土製円盤 3.14 2.63 0.79 7.4 楕円形、 一部磨き 109 
第58図174 FH31-3 土製円盤 5.46 5.18 0.78 26.0 楕円形、一部磨き 116 
第58図175 FJ30-3 土製円盤 3.9 3.48 0.64 10.0 楕円形、 一部磨き 168 
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FI31-2 土製円盤 3.30 (3.12) 0.77 (8.6) 不明、一部磨き 204 
FF32-4 土製円盤 3.10 2.86 0.98 10.5 円形、全周磨き 70 
FF32-4 土製円盤 4.10 3.72 0.91 15.0 円形、全周磨き 71 
FG31-4 土製円盤 3.54 3.24 1.0 14.5 円形、全周磨き 75 

第58図176 FG31-4 土製円盤 4.57 4.34 1.06 22.5 円形、全周磨き 77 
FG31-4 土製円盤 3.02 2.77 0.87 9.2 円形、全周磨き 79 

第58図177 FG31-4 土製円盤 4.44 4.43 1.1 26.1 円形、全周磨き 80 
FG31-4 土製円盤 2.58 2.54 0.75 5.8 円形、全周磨き 82 

第58図178 FG31-4 土製円盤 3.86 3.58 0.97 17.2 円形、全周磨き 85 
FG31-4 土製円盤 3.60 3.78 0.96 14.7 円形、全周磨き 86 
FG32-4 土製円盤 2.8 2.51 0.8 6.0 円形、全周磨き 90 
FG32-2 土製円盤 2.84 2.8 0.95 8.8 円形、全周磨き 92 
FH29-2 土製円盤 3.37 3.30 0.77 8.4 円形、全周磨き 95 
FH30-3 土製円盤 4.44 4.14 0.78 16.0 円形、全周磨き 97 
FH30-3 土製円盤 3.72 3.95 0.83 13.0 円形、全周磨き 99 
FH30-3 土製円盤 3.22 3.04 0.94 8.8 円形、全周磨き 101 
FH30-3 土製円盤 2.54 2.40 0.79 5.2 円形、全周磨き 102 
FH30-2 土製円盤 3.98 3.81 0.74 12.7 円形、全周磨き 106 
FH31-3 土製円盤 2.55 2.50 0.97 6.5 円形、全周磨き 108 

第58図179 FH31-2 土製円盤 3.94 3.72 0.81 12.2 円形、全周磨き 111 
FH31-2 土製円盤 3.07 2.94 0.99 9.2 円形、全周磨き 112 
FH31-3 土製円盤 4.71 4.38 0.98 23,5 円形、全周磨き 117 
FH31-3 土製円盤 3.81 3.92 1.02 18.0 円形、全周磨き 119 
FH31-4 土製円盤 2.79 2.55 0.77 6.2 円形、全周磨き 122 
FH32-1 土製円盤 3.32 3.29 0.98 12.0 円形、全周磨き 124 

第58図180 FH32-2 土製円盤 3.02 2.92 0.73 7.7 円形、全周磨き 126 
FH32-3 土製円盤 3.22 3.16 0.65 8.0 円形、全周磨き 128 
FH31-3 土製円盤 3.35 3.30 0.76 8.2 円形、全周磨き 130 
FF32-2 土製円盤 3.24 3.15 0.82 7.5 円形、全周磨き 134 

第58図181 FI29-1 土製円盤 5.42 5.18 0.79 26.5 円形、全周磨き 138 
FI30-3 土製円盤 2.76 2.75 0.66 5.2 円形、全周磨き 139 
FI30-3 土製円盤 3.40 3.34 0.63 8.0 円形、全周磨き 140 
FI30-4 土製円盤 3.51 3.23 0.73 9.7 円形、全周磨き 145 
FI30-3 土製円盤 2.80 2.70 1.03 8.5 円形、全周磨き 148 
FI31-1 土製円盤 2.72 2.71 0.72 6.0 円形、全周磨き 151 

第58図182 FI31-1 土製円盤 6.8 6.72 0.92 56.5 円形、全周磨き 150 
FI31-4 土製円盤 3.07 3.15 0.86 8.5 円形、全周磨き 154 
FH31-3 土製円盤 3,90 (3.42) 0.79 (12.5) 円形、全周磨き 155 
FH30-3 土製円盤 3.07 3.03 0.79 8.2 円形、全周磨き 157 

第58図183 FH31-3 土製円盤 3.32 3.07 1.0 12.2 円形、全周磨き 159 
FJ29-4 土製円盤 2.91 2.95 0.51 4.0 円形、全周磨き 162 

第58図184 FJ30-2 土製円盤 3.23 3.02 0.82 10.0 円形、全周磨き 163 
FJ30-3 土製円盤 3.46 3.53 0.95 14.5 円形、全周磨き 165 
FJ30 土製円盤 2.85 2.91 0.69 6.5 円形、全周磨き 166 
FJ30 土製円盤 3.28 2.97 0.75 7.5 円形、全周磨き 167 

第58図185 FJ30 土製円盤 4.27 3.86 0.88 (19.5) 円形、全周磨き 169 
不明 土製円盤 3.15 2.82 0.90 9.5 円形、全周磨き 170 
FH31-3 土製円盤 2.94 2.68 0.78 7.0 円形、全周磨き 174 
FH31-3 土製円盤 2.34 2.12 0.68 3.7 円形、全周磨き 175 
FI28-4 土製円盤 2.03 1.94 0.7 2.8 円形、全周磨き 179 
FI29-5 土製円盤 3.55 3.33 0.93 12.8 円形、全周磨き 183 

第58図186 FI29-4 土製円盤 3.55 3.35 0.85 11.9 円形、全周磨き 185 
第58図187 FI29-4 土製円盤 3.66 3.32 0,76 8.5 円形、全周磨き 186 

FI30-1 土製円盤 3.96 3.78 0.73 11.5 円形、全周磨き 188 
FI30-5 土製円盤 3.4 3.30 0.72 13.0 円形、全周磨き 194 
FJ24 土製円盤 3.45 3.12 0.88 (10.5) 円形、全周磨き 196 
FJ30 土製円盤 3.33 3.14 1.29 16.0 円形、全周磨き 197 

第58図188 FH30-1 土製円盤 3.28 3.16 0.76 9.5 円形、全周磨き 198 
FI31-2 土製円盤 2.86 2.69 0.72 5.3 円形、全周磨き 205 
FJ29-2 土製円盤 2.84 2.73 0.81 7.6 円形、全周磨き 209 
FJ30-2 土製円盤 4.52 4.32 1.14 21.6 円形、 全周磨き 227 

第58図189 FG31-4 土製円盤 4.18 3.79 0.93 18.5 楕円形、全周磨き 87 
FG32-1 土製円盤 3.49 3.16 0.74 10.0 楕円形、全周磨き 88 
FH30-3 土製円盤 3.83 3.52 0.78 12.0 楕円形、全周磨き 105 

第58図190 FH30-2 土製円盤 4.63 4.18 0.63 12.0 楕円形、全周磨き 107 
FH30 土製円盤 2.65 2.26 0.84 5.0 楕円形、全周磨き 110 
FH31-3 土製円盤 4.21 3.57 0.89 17.8 楕円形、全周磨き 113 
FF32-2 土製円盤 2.53 2.16 0.85 5.2 楕円形、全周磨き 136 

第58図191 FI31-2 土製円盤 5.81 5.28 0.84 29.5 楕円形、全周磨き 152 
第58図192 FI31-2 土製円盤 4.32 3.86 0.67 13.0 楕円形、全周磨き 153 

3 土製円盤 5.46 5.10 0.94 26.0 楕円形、全周磨き 156 
第58図193 FG31-4 土製円盤 5.02 4.66 0.56 16.0 楕円形、全周磨き 158 

FI30-3 土製円盤 3.44 2.90 0.88 10.0 楕円形、全周磨き 160 
FJ29-4 土製円盤 2.42 2.14 0.7 4.0 楕円形、全周磨き 161 
FH31-2 土製円盤 3.84 3.56 0.79 11.6 楕円形、全周磨き 200 

第58図194 FI30-2 土製円盤 4.68 3.94 0.8 18.3 楕円形、全周磨き 202 
第58図195 FH30-3 土製円盤 3.66 3.44 0.87 11.9 六角形、全周磨き 958 
第58図196 FG31-4 土製円盤 3.45 3.40 1.02 13.1 六角形、全周磨き 84 

FF32-2 土製円盤 4.85 (3.13) 0.90 14.0 不明、全周磨き 69 
FH32-l 土製円盤 3.61 (2.65) 0.99 (10. 7) 不明、全周磨き 125 
FI30-5 土製円盤 2.54 (2.35) 0.68 (3.7) 不明、全周磨き 193 
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3 、石器（第59図• 60図、写真図版19--22、第35表）

出土した石器は、石鏃167点・尖頭器13点•石錐 9 点•石匙 3 点・不定形石器95点・打製石斧 1 点・

磨製石斧 5 点•石斧未製品 1 点•石皿 1 点・敲石 2 点•石製円盤 5 点・礫石器 1 点・凹石 5 点•石棒

4 点•石剣 1 点•石製品 1 点の、総計314点である。以下、器種ごとに説明を行う。

(1)石鏃（第59図167--232、写真図版19-185-20-348• ?r:: 1) 

石鏃は未製品を含めて167点出土した。石質は、チャート100点(58.88%)・珪質頁岩32点(19.16%)・

黒曜石22点(13.17%)・流紋岩7点(4.19%)で、他に蛋白石・頁岩等があるが、いずれも出土は 1点

である。茎部の有無、基部の形状、側縁の形状によって細分が可能である。

第 l群（第59図197---202、写真図版19-185---194)

有茎の石鏃である。 10点が出土したが、無茎の石鏃に比べると数は少ない。

第1類（第59図197、写真図版19-185)

基部が平基をなすもの。 1点出土した。身部は二等辺三角形をなし、側縁が外弧をなす。

第 2 類（第59図198、写真図版19-186•188) 

基部が凹基をなすもの。 2点出土した。 1点は欠損のため側縁形状は不明であるが、他は直線的

である。

第 3 類（第59図199---201、写真図版19-187•189-193) 

基部が尖基をなすもの。 5点出土した。身部は二等辺三角形状で、側縁は、外弧をなすもの(200)

•直線的なもの(201)• 基部付近で膨らむもの（写真193)がある。

第4類（第59図202、写真図版19-194)

基部が円基をなすもの。 1点出土した。身部は二等辺三角形状をなし、身部は直線的である。

第II群（第59図203---231、写真図版19-195---20-327)

無茎の石鏃である。 135点出土した。3層より最も多く出土している。

第1類（第59図203---208、写真図版19-205---19-223)

基部が平基をなすもの。

A、 （第59図203、写真図版19-205•206)

身部が正三角形状のもの。 2点出土した。側縁は外弧をなす。

B、 （第59図204-208、写真図版19-207---19-223)

身部が二等辺三角形状のもの。 17点出土した 。 側縁は、外弧をなすもの (204•205、写真208

---215)と、直線的なもの (206---208、写真216-223)がある。

第2類（第59図209-225、写真図版19-224-20-315)

基部が凹基のもの。

A、 （第59図209、写真図版19-231)
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身部が正三角形状のもの。 1点出土した。側縁は、外弧をなす。

B、（第59図210-225、写真図版19-232-315)

身部が二等辺三角形状のもの。 85点出土した。側縁は、外弧をなすもの (211-214、写真251

-271)、直線的なもの (215-218、写真272-299)、内弧のもの (219-223、写真300-311)、

基部付近が膨らむもの（写真312•313)、身部中央付近で最大巾を測るもの (224•225、写真314•

315)がある。

第 3 類（第59図226•227、写真図版20-316•317)

基部が尖基をなすもの。 2点出土した。身部は二等辺三角形状で、側縁は外弧をなす。

第4類（第59図228-231、写真図版20-318-327)

基部が円基をなすもの。 10点出土した。身部は二等辺三角形状を呈し、側縁は、外弧をなすも

の (228、写真320-323)、直線的なもの (229・230、写真324-326)、内弧をなすもの (232、写
真328)がある。

第Ill群（第59図232、写真図版20-328)

柳葉型の石鏃である。 1点出土した。先端部と基部は欠損する。

第IV群（写真図版20-329-354)

欠損により形状の不明のもの(A)、未製品(B)を一括した。

(2)尖頭器（第59図233-237、写真図版20-349-353•355-362)

尖頭器は13点出土した。基部の形状は、平基をなすもの(I)、尖基をなすもの(II)、円基をなすも

のCm)がある。身部の形状は、 234が正三角形状をなし(1)、他は二等辺三角形状(2)である。側縁
は、外弧をなすもの(A)が多く見られ、他に直線的なもの(B)、内弧をえがくもの(C)がある。

(3)石錐（第59図238-241、写真図版20-363-371)

石錐は 9点出土した。頭部と身部が明瞭に区分されるもの(1)、頭部をもたないもの(2)、頭部と

身部の境界が不明瞭なもの(3)に細分が可能である。

(4)石匙（第59図242--244、写真図版20-372--374)

石匙は 3 点出土した。すべて縦長のもので、 242は柄を欠損する。 242は両刃の刃を 2 辺にもち、 243•

244は片刃の刃を 1辺にもっている。
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(5)不定形石器（第59図245--60-255、写真図版20-375--21-466)

不定形石器は95点出土し、石鏃に次いで数が多い。刃の数・形状によって細分が可能である。

第 l群 （第59図245---249、写真図版20-377---437)

1辺に刃を有するもの。 63点出土した。刃には、片刃のもの(1)・両刃のもの(2)が見られ、形状は、

丸みを帯びるもの(A)• 直線的なもの(B)• ノッチを有するもの(C)がある。

第II群（第60図250---252、写真図版21-438---454)

2辺に刃を有するもの。 19点出土した。刃には、片刃のもの(1)・両刃のもの(2)・1辺が片刃で他

は両刃のもの(3)がある。刃の形状は、丸みを帯びるもの(A)• 直線的なもの(B)• ノッチを有するも

の(C)・1辺が丸みをおび他は直線的なもの(D)・1辺にノッチを有し他は丸みを帯びるもの(E)が

ある。

第Ill群（写真図版21-455)

3辺に刃を有するものである。 1点出土した。直線的な両刃の刃を有している。

第IV群 （第50図253、写真図版21-456--460)

両極剥離によるもの。

第V群（第50図254•255、写真図版21-461-466)

マイクロフレーキングを有するも。

(6)打製石斧・磨製石斧（第60図256•257、写真図版21-467-22-476)

石斧は、打製石斧 1 点（写真467)• 磨製石斧 5 点（第60図256•257、写真21-468-472) • 磨製石

斧の未製品 1点（写真476)が出土した。打製石斧は、片面のみ剥離が行われている。磨製石斧は、

すべて欠損品である。未製品は、側面のみ面取りが施されている。

(7)石皿（写真図版22-473)

1点出土した。大型の石皿の一部が残存する。風化による劣化が著しい。

(8)敲石（第60図258、写真図版474•475)

2点出土した。自然礫を利用したもので、先端の面に敲打痕を残すものである。

(9)石製円盤（第60図260•261、写真図版22-478---481)

5点出土した。扁平な礫の側面を打ち欠き、円形・楕円形に整形したものである。研磨は施されて

いない。

(10)礫石器（第60図262、写真図版22-482)

1点出土した。扁平な礫の側縁の両面を打ち欠き、刃を設けたものである。
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(11)凹石（第60図263、写真図版22-483-487)

5点出土した。自然礫に凹みを有するものである。写真483--485は、表裏に 1--2個の対をなす凹

みがみられる。

(12)石棒（写真図版22-488-490•492)

4点出土した。縦長の礫の一部に、磨きを入れたものである。

(13)石剣（第60図264、写真図版22-491)

1点出土した。全体が丁寧に研磨されている。

(14)石製品（第60図259、写真図版22-477)

1点出土した。楕円形の礫に、横位の線刻3条と、縦位の線刻1条を有するものである。研磨はさ

れていない。
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第35表出土石器一覧表

図 版 地点•層 器 種 分類 石 材 長さ 幅 厚さ 重さ
登録
番号

第59図197、写真図版19-185 EG37-3 石鏃 I -1 チャート (1,74) 1.19 0.28 0.50 9078 
写真図版19-186 FH31-2 石鏃 I -2 チャート (1.22) 1.20 0.30 0.40 9365 

第59図198、写真図版19-188 FJ29-1 石鏃 I -2 チャート 1.78 1.39 0.40 0.70 9057 
第59図199、写真図版19-187 FH30-4 石鏃 I-3 珪質頁岩 2.15 1.40 0.34 0.85 9225 

写真図版19-189 EF27-l 石鏃 I -3 チャート (2.10) 1.93 0.30 1.05 9lll 
第59図200、写真図版19-190 FI31-4 石鏃 I -3 チャート (2.12) 1.40 0.36 1.00 9223 

写真図版19-191 FI32-1 石鏃 I -3 チャート (2 .81) 1.17 0.39 1.00 9320 
第59図201、写真図版19-192 FJ30-1 石鏃 I -3 チャート 2.64 1.20 0.36 0.80 9068 

写真図版19-193 FJ28-1 石鏃 1-3 チャート 1.91 1.06 0.26 0.40 9219 
第59図202、写真図版19-194 FI32-2 石鏃 1-4 流紋岩 (2.40) 1.30 0.38 0.80 9075 

写真図版19-195 FH31-3 石鏃 II チャート (1.90) (1.50) 0.50 1.45 9107 
写真図版19-196 FI30-2 石鏃 II チャート (2.52) (1.28) 0.57 1.40 9224 
写真図版19-197 FJ28-1 石鏃 JI チャート (1,95) (1.52) 0.38 0.85 9218 

写真図版19-198 FH30-3 石鏃 II 珪質頁岩 (2.00) (1.25) 0.30 0.65 9192 
写真図版19-199 FI32-1 石鏃 II チャート (2 .56) 2.16 0.68 3.40 9080 

写真図版19-200 FH31-3 石鏃 II 珪質頁岩 (2 .13) (1.32) 0.40 0.88 9166 
写真図版19-201 FG32-1 石鏃 n-1 黒曜石 (1.14) 1.26 0.28 0.25 9138 

写真図版19-202 FI30-1 石鏃 II -1 黒曜石 (1.51) 1.26 1.17 0.46 9100 

写真図版19-203 FI30-1 石鏃 II -1 チャート (1.14) 1.41 0.31 0.55 9243 

写真図版19-204 FH31-3 石鏃 II -1 チャート (2.14) 1.75 0.52 1.95 9158 

FH32-l 石鏃 II -1 黒曜石 1.57 1.10 0.27 0.24 9239 

第59図203、写真図版19-205 FI30-1 石鏃 Il-1-A チャート 2.60 1.92 0.43 0.25 9094 

写真図版19-206 FH30-3 石鏃 Il-1-A チャート (1.38) 1.22 0.26 0.30 9108 

写真図版19-207 FH31-3 石鏃 Il-1-B 珪質頁岩 1.72 1.54 0.46 1.20 9163 

第59図204、写真図版19-208 FH31-3 石鏃 Il-1-B 黒曜石 1.83 1.46 0.44 1.00 9157 

写真図版19-209 GA30-2 石鏃 II-1-B 黒曜石 1.80 1.54 0.76 1.75 9059 

写真図版19-210 FI30-1 石鏃 Il-1 -B 蛋白石 1.70 1.21 0.28 0.30 9246 

第59図205、写真図版19-211 FH30-4 石鏃 11-1-B チャート 0.50 1.02 1.30 0.32 9276 

写真図版19-212 FH31-3 石鏃 Il-1-B チャート 2.05 1.42 0.48 0.15 9231 

写真図版19-213 FH30-2 石鏃 11-1-B 珪質頁岩 2.44 (1.96) 0.55 2.15 9275 

写真図版19-214 FJ31-l 石鏃 Il-1-8 チャート 2.86 (1.52) 0.38 1.35 9355 

写真図版19-215 FH31 石鏃 Il-1 -B 珪質頁岩 2.10 1.60 0.58 2.10 9346 

写真図版19-216 FG31-3 石鏃 Il-1-B チャート 1.96 1.43 0.35 0.60 9186 

写真図版19-217 F J31-1 石鏃 Il-1 -B 黒曜石 2.00 (1.47) 0.45 1.10 9065 

写真図版19-218 FH30-3 石鏃 II-1-8 チャート 2.08 1.44 0.38 1.00 9152 

写真図版19-219 FH31-3 石鏃 II-1-B チャート 2.00 1.44 0.39 0.90 9165 

第59図206、写真図版19-220 FH31-3 石鏃 II-1-8 チャート 2.03 1.46 0.51 0.11 9164 

第59図207、写真図版19-221 FH30-3 石鏃 Il-1-B 黒曜石 1.36 1.17 0.23 0.25 9154 

第59図208、写真図版19-222 FH30-3 石鏃 II-1-B チャート (3.25) 1.05 0.50 1.40 9274 

写真図版19-223 FJ30-3 石鏃 Il-1-8 珪質頁岩 (1.96) 1.96 0.60 2.05 9207 

写真図版19-224 FH32-3 石鏃 II -2 珪質頁岩 (2.29) (0.66) 0.33 0.45 9348 

写真図版19-225 FI31-2 石鏃 II -2 黒曜石 (1.30) 1.16 0.30 0.50 9083 

写真図版19-226 FJ30-4 石鏃 II -2 チャート (1.91) 1.46 0.40 0.90 9339 

写真図版19-227 不明 石鏃 II -2 珪質凝灰岩 (1.32) 1.38 0.23 0.50 9368 

写真図版19-228 FI30-1 石鏃 II -2 黒曜石 1.59 1.40 0.27 0.45 9245 

写真図版19-229 FI32-1 石鏃 II -2 チャート (1.90) (1.69) 0.23 0.60 9321 

写真図版19-230 FH36-1 石鏃 II -2 チャート 1.32 1.31 0.26 0.30 9351 

第59図209、写真図版19-231 FJ30-3 石鏃 Il-2-A チャート (2.15) (1.74) 0.43 1.10 9208 

写真図版19-232 FI31-3 石鏃 II-2-B チャート (1.94) 1.50 0.27 0.80 9233 

写真図版19-243 GA25-1 石鏃 II-2-B チャート (2.12) 1.85 0.42 1.45 9050 

写真図版19-233 FH30-3 石鏃 II-2-B チャート (1.80) 1.73 0.28 0.65 9155 

写真図版19-234 FG31-3 石鏃 II-2-B チャート (1.89) 1.56 0.30 0.60 9185 

写真図版19-235 FG31-4 石鏃 II-2-B チャート Cl .75) 1.55 0.32 0.70 9204 

写真図版20-236 FH31-3 石鏃 II -公B 頁岩 (1.46) 1.38 0.31 0.50 9150 

写真図版20-237 FJ30-3 石鏃 11-2-B 黒曜石 (1.44) 1.20 0.30 0.50 9210 

写真図版20-238 FH31-2 石鏃 II-2-B チャート (2.04) 1.74 0.55 1.60 9125 

写真図版20-239 FH30-4 石鏃 II-2-B 黒曜石 (1.60) 1.26 0.30 0.45 9227 

写真図版20-240 FH30-3 石鏃 II-2-B チャート (1.58) 1.46 0.34 0,55 9109 

写真図版20-241 FH30-1 石鏃 II-2-B 黒曜石 (1.49) 1.44 0.30 0.45 9350 

写真図版20-242 FH31-2 石鏃 Il-2-8 チャート (2.05) 1.99 0.38 1.40 9309 

写真図版20-244 FI31-l 石鏃 11-2-B チャート (2 .28) 1.50 0.40 0.90 9141 

第59図210、写真図版20-245 FI30-5 石鏃 Il-2-8 チャート (2 .40) 1.69 0.34 0.90 9119 

写真図版20-246 FF32-2 石鏃 Il-2-B 珪質頁岩 (1,79) 1.72 0.36 0.70 9170 

写真図版20-247 FH30-3 石鏃 II-2-B チャート (1.40) 1.40 0.30 0.40 9257 

写真図版20-248 FJ30-2 石鏃 II-2-B 流紋岩 Cl .57) 1.57 0.30 0.60 9216 

写真図版20-249 FH31-3 石鏃 II-2-B 珪質頁岩 (2 .11) (0.88) 0,30 0,60 9230 

写真図版20-250 FI30-3 石鏃 II-2-B チャート 1.41 1.21 0.35 0.60 9323 

写真図版20-251 FI31-4 石鏃 Il-2-B 流紋岩 2.40 (1.18) 0.45 0.75 9220 

第59図211、写真図版20-252 FJ30-3 石鏃 Il-2-B 珪質頁岩 (2.04) 1.64 0.46 1.50 9217 

写真図版20-253 FH31-3 石鏃 II-2-B 珪質頁岩 1.78 1.23 0.30 0 50 9104 

写真圏版20-254 FH30-3 石鏃 Il-2-B 珪質頁岩 2.36 (1.50) 0.50 1.40 9173 

写真図版20-255 FH30-3 石鏃 II-2-B チャート 1.39 (1.13) 0.37 0.65 9130 

第59図212、写真図版20-256 FI31-4 石鏃 Il-2-B 黒曜石 1.71 1.47 0.25 , 0.60 9298 

写真図版20-257 FI31-1 石鏃 11-2-B 珪質頁岩 1.74 1.17 0.23 0.30 9327 

写真図版20-258 FH30-3 石鏃 Il-2-B チャート 1.85 1.40 0.40 1.00 9343 

写真図版20-259 FI32-1 石鏃 II-2-B チャート 2.14 1.35 0.29 0.60 9322 

写真図版20-260 F J29-l 石鏃 Il-2-B 黒曜石 (1.56) 1.46 0.26 0.36 9238 
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写真図版20-261 FI29-1 石鏃 Il-2-B チャ ート 2.06 Cl.24) I 0.24 0.45 9102 

写真図版20-262 FJ30-2 石鏃 II-2-B 珪質頁岩 1.52 (1.30) ' 0.28 0.25 9067 

写真図版20-263 FH31-2 石鏃 Il-2-B 黒曜石 1.88 (0.84) 0.34 0.45 9136 

写真図版20-264 FH30-1 石鏃 II-2-B チャート 2.00 1.27 0.44 0.75 9271 

第59図213、写真図版20-265 FJ30-2 石鏃 Il-2-B チャート 2.72 1.67 0.26 0.85 9215 

第59図214、写真図版20-266 FH30-3 石鏃 II-2-B チャート 2.24 1.36 0.40 0.80 9174 

写真図版20-267 FH30-4 石鏃 II-2-B チャート 1.75 1.30 0.39 0.50 9226 

写真図版20-268 FG32-3 石鏃 11-2-B 珪質頁岩 2.13 1.46 1.39 0.95 9261 

写真図版20-269 FH31-3 石鏃 Il-2-8 チャート 1.84 1.45 0.25 0.50 9106 

写真図版20-270 表採 石鏃 II-2-B チャート (1.66) 1.53 0.25 0.60 9088 

写真図版20-271 FI31-1 石鏃 II-2-B 珪質頁岩 1.51 (1.13) 0.25 0.30 9317 

写真図版20-272 FI30-1 石鏃 Il-2-B 珪質頁岩 3.87 (1.60) 0.40 1.80 9242 

写真図版20-273 FG31-4 石鏃 II-2-B チャート 2.06 1.26 0.39 0.83 I 9179 

写真図版20-274 FG32-3 石鏃 Il-2-8 チャート 2.32 1.23 0.30 0.55 i 9228 

写真図版20-275 FH31-3 石鏃 II-2-B 珪質頁岩 2.20 (1.62) 0.36 0.88 9162 

第59図215、写真図版20-276 FI30-3 石鏃 II-2-B 細粒砂岩 2.24 1.66 0.28 0.65 9176 

写真図版20-277 FI31-1 石鏃 II-2-B 珪質頁岩 2.20 1.92 0.73 3,20 9316 

第59図216、写真図版20-278 FI31-1 石鏃 Il-2-B チャート (2.53) 1.57 0.34 0.90 9315 

写真図版20-279 FJ29-1 石鏃 II-2-B 流紋岩 2.27 1.83 O.'.i4 1.95 9054 

写真図版20-280 FH31-3 石鏃 Il-2-B チャート 1.83 1.33 0.32 0.52 9105 

写真図版20-281 FJ29-l 石鏃 II-2-B 珪質頁岩 2.60 (1.24) 0.30 0.50 9055 

写真図版20-282 FG31-3 石鏃 Il-2-B チャート 2.34 1.32 0.28 0.50 9116 

写真図版20-283 FJ29-1 石鏃 II-2-B チャート 1.68 1.34 0.30 0.50 9056 

写真図版20-284 FH31-3 石鏃 II-2-B チャート 1.95 1.44 0.28 0.62 9156 

写真図版20-285 FH30-3 石鏃 II-2-8 チャート 1.58 1.38 0.25 0.35 9172 

写真図版20-286 FI30-1 石鏃 II-2-B チャート 2.10 1.28 0.34 0.50 9092 

写真図版20-287 FH29-3 石鏃 II-2-B 珪質頁岩 2.48 (1.00) 0.30 0.50 9143 

写真図版20-288 FI32-1 石鏃 II-2-B チャート 2.17 1.40 0.26 0.55 9070 

第59図217、写真図版20-289 FG31-4 石鏃 II-2-B チャート 2.22 1.84 0.24 0.60 9278 
写真図版20-290 表採 石鏃 II-2-B チャート (1.74) 1.38 0.30 0.50 9087 
写真図版20-291 F J21-l 石鏃 Il-2-B 珪質頁岩 2.43 1.71 0.54 1.60 9236 
写真図版20-292 FI32-1 石鏃 II-2-B チャート 2.19 (1.46) 0.28 0.65 9079 
写真図版20-293 FI31-2 石鏃 II-2-B チャート 1.86 1.36 0.26 0.40 9074 
写真図版20-294 GB28-2 石鏃 II-2-B 黒曜石 1.45 0.86 0.22 0.20 9049 

写真図版20-295 FG31-4 石鏃 II-2-B チャート 1.86 1.38 0.23 0.35 9203 
写真図版20-296 FH30-4 石鏃 II-2-B 流紋岩 1.88 1.59 0.26 0.42 9272 

第59図218、写真図版20-297 FF32-4 石鏃 II-2-B 珪質頁岩 2.42 1.38 0.29 0.65 9269 
写真図版20-298 FI30-l 石鏃 II-2-B 珪質頁岩 2.32 (1.42) 0.32 0.75 9093 
写真図版20-299 -3 石鏃 II-2-B チャート (1. 70) 1.25 0.24 0.25 9294 
写真図版20-300 FJ30-3 石鏃 II-2-B チャート 1.83 1.44 0.42 0.70 9209 

第59図219、写真図版20-301 FI31-2 石鏃 II-2-8 チャート 1.48 1.44 0.38 0.45 9073 
写真図版20-302 FH30-3 石鏃 II-2-8 閃緑岩 1.80 1.38 0.48 0.65 9128 
写真図版20-303 FJ29-1 石鏃 II-2-B チャート 2.53 (1.77) 0.29 0.70 9237 

第59図220、写真図版20-304 FI30-3 石鏃 11-2-B 珪質頁岩 2.36 1.56 0.31 0.80 9264 
第59図221、写真図版20-305 FI30-5 石鏃 11-2-B チャート 2.57 1.78 0.35 1.05 9335 

写真図版20-306 FI29-2 石鏃 II-2-8 黒曜石 (1.70) 1.35 0.40 0.55 9258 
写真図版20-307 FH30-3 石鏃 II-2-B チャート 1.88 1.37 0.28 0.50 9131 
写真図版20-308 FI30-3 石鏃 Il-2-B チャート 2.B2 (1.06) 0.28 0.60 9265 

第59図222、写真図版20-309 FJ30-3 石鏃 II-2-B チャート (2 .44) 1.48 0.38 0.70 9206 
写真図版20-310 FH31-3 石鏃 II-2-B チャート 1.95 1.77 0.26 0.74 9129 

第59図223、写真図版20-311 FI30-3 石鏃 n-2-s チャート 1.80 1.53 0.29 0.50 9324 
写真図版20-312 FI30-l 石鏃 II-2-B 流紋岩 (1.18) 1.23 0.38 0.53 9248 
写真図版20-313 FI30 石鏃 Il-2-B チャート 1.56 1.53 0.25 0.30 9180 

EG37 石鏃 Il-2-B チャート 2.27 1.34 0.28 0.70 9235 
第59図224、写真図版20-314 FG31-3 石鏃 11-2-B チャート (1.90) 1.40 0.25 0.65 9117 
第59図225、写真図版20-315 FI31-2 石鏃 II-2-B 珪質頁岩 1.82 1.32 0.25 0.48 9082 
第59図226、写真図版20-316 EG37 石鏃 II -3 チャート 1.96 1.48 0.56 1.55 9085 
第59図227、写真図版20-317 FH30-3 石鏃 II -3 チャート (2.30) 1.57 0.55 1.75 9153 

写真図版20-318 F J31-1 石鏃 II -4 チャート (1.82) 1.70 0.50 1.30 9066 
写真図版20-319 -1 石鏃 Il-4 チャート 1.53 (1.93) 0.30 0.65 9304 
写真図版20-320 FI31-2 石鏃 ]I-4 チャート 2.32 (1.44) 0.50 1.30 9076 
写真図版20-321 FI29-1 石鏃 II -4 チャート 2.50 2.00 0.56 2.90 9103 

第59図228、写真図版20-322 FH30-3 石鏃 Il-4 チャート 2.52 1.51 0.51 1.50 9254 
写真図版20-323 FJ28-1 石鏃 II -4 チャート 2.40 1.55 0.98 1.80 9344 

第59図229、写真図版20-324 FI30-3 石鏃 II -4 珪質頁岩 2.95 2.18 0.84 3.20 9262 
第59図230、写真図版20-325 FH30-2 石鏃 I] -4 珪質頁岩 2.60 1.96 0.80 3.25 9273 

写真図版20-326 FH30-3 石鏃 Il-4 チャート 1.83 1.30 0.30 0.50 9255 
第59図231、写真図版20-327 F J31-2 石鏃 II -4 チャート 2.51 1.27 1.30 0.64 9361 
第59図232、写真図版20-328 FI30-l 石鏃 m チャート 2.26 (1.17) 0.34 1.00 9247 

写真図版20-329 FI30-3 石鏃 IV-A チャート 2.04 (0.94) 0.43 0.87 9250 
写真図版20-330 GB28-3 石鏃 IV-A チャート 2.11 (1.92) 0.54 2.35 9052 
写真図版20-331 FI31-2 石鏃 IV-A チャート (1.46) (1.20) 0.38 0.68 9063 
写真図版20-332 FI30-1 石鏃 N-A チャート (1.40) (1.03) 0.30 1.03 9244 
写真図版20-333 FG31-4 石鏃 IV-A 黒曜石 (1.55) (1.26) 0.31 0.40 9181 
写真図版20-334 FG31-4 石鏃 IV-A 珪質頁岩 (2.00) (1.78) 0.32 0.60 9202 
写真図版20-335 FH32-1 石鏃 IV-A チャート (1.36) (0.70) 0.24 0.30 9084 
写真図版20-336 GB28-3 石鏃 IV-A チャート (1.64) (1.12) 0.26 0.50 9051 
写真図版20-337 FH31-3 石鏃 IV-A 黒曜石 (0.95) (0.48) 0.36 0.40 9184 
写真図版20-338 F J31-1 石鏃 IV-A 黒曜石 (1.40) (1.00) 0.20 0.25 9064 
写真図版20-339 GA25 石鏃 N-A 珪質頁岩 (2.22) (1.26) 0.32 0.85 9072 
写真図版20-340 FH31-2 石鏃 IV-A 珪質頁岩 (1.96) (1.82) 0.44 1.25 9135 
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写真図版20-341 FI30-1 石鏃 IV-A チャート (1.54) (0,80) 0.27 0.10 9099 
写真図版20-342 FG31-2 石鏃 IV-A チャート (1.04) (0.90) 0.23 0.15 9137 
写真図版20-343 FJ31-1 石鏃 IV-A チャート (1.66) (1.12) 0.40 0.30 9053 
写真図版20-344 FI31-l 石鏃 IV-A 黒曜石 (1.78) (0.62) 0.27 0.30 9314 
写真図版20-345 F J31-2 石鏃 IV-A 1.62 (1.43) 0.46 0.75 9349 
写真図版20-346 FI31-3 石鏃 IV-B チャート (2.72) 1.90 0.78 3.00 9175 
写真図版20-347 FH30-3 石鏃 IV-B 流紋岩 (2 .48) 1.78 0.56 1.00 9256 
写真図版20-348 EF37 石鏃 N-B 黒曜石 1.75 1.17 0.66 0.80 9305 
写真図版20-354 GA30-2 石鏃 IV-8 チャート (2.42) 1.76 0.68 2.50 9362 
写真図版20-349 FH31-3 尖頭器 I -2 -A チャート 2.54 2.03 0.82 3.35 9182 

第59図233、写真図版20-350 FI29-3 尖頭器 I-2-B チャート 2.90 2.14 0.76 4.00 9249 
写真図版20-351 FH31-3 尖頭器 I -2 -C 珪質頁岩 2.96 2.76 1.12 7.55 9110 
写真図版20-352 FH31-3 尖頭器 Il-2-B チャート 2.70 2.44 1.31 6.15 9168 

第59図234、写真図版20-359 FH31-2 尖頭器 III-1 -A 珪質頁岩 4.55 2.02 0.90 5.25 9126 
第59図235、写真図版20-353 FG31-4 尖頭器 m-2-A チャート 3.00 2.72 1.08 8.35 9280 
第59図236、写真図版20-361 FJ30-5 尖頭器 ID-2-A 珪質頁岩 2.94 2.33 1.07 5.35 9191 

写真図版20-355 FI30-3 尖頭器 ill-2-A チャート 3.75 2.27 1, 17 9.25 9253 
写真図版20-356 FI30-3 尖頭器 ill-2-A チャート 2.95 2.12 0.88 5.35 9252 
写真図版20-357 FJ30-2 尖頭器 ill-2-A 珪質頁岩 3.19 2.03 1.04 5.40 9214 

第59図237、写真図版20-358 FG31-2 尖頭器 m-2-A 珪質頁岩 4.08 2.70 1.00 9.70 9118 
写真図版20-360 FH31-3 尖頭器 m-2-B チャ ート 3.04 2.28 0.52 2.94 9167 
写真図版20-362 FH30-1 尖頭器 ill-2-C 珪質頁岩 6.50 2.67 0.88 6.50 9277 
写真図版20-363 FG31-4 石錐 珪質頁岩 1.98 0.76 0.47 0.70 9199 
写真図版20-364 FF32 石錐 I チャート 2.26 1.12 0.31 0.60 9268 

第59図238、写真図版20-365 FG31-4 石錐 JI 珪質頁岩 3.10 0.96 0.70 1.90 9200 
写真図版20-366 FH30-1 石錐 II 珪質頁岩 1.97 1.13 0.48 0.85 9120 

第59図239、写真図版20-367 FG31-3 石錐 III 珪質頁岩 2.58 1.04 0.46 0.85 9115 
第59図240、写真図版20-368 FG31-4 石錐 m チャ ート 4.22 0.93 0.52 1.55 9201 

写真図版20-369 FG31-4 石錐 m 珪質頁岩 3.72 1.19 0.65 2.25 9279 
第59図241、写真図版20-370 FI30-3 石錐 m 珪質頁岩 3.34 0.82 0.50 1.05 9263 

写真図版20-371 FF32-2 石錐 ill 珪質頁岩 3.10 0.88 0.64 1.35 9299 
第59図242、写真図版20-372 FI31-l 石匙 珪質頁岩 6.20 2.97 1.00 17.1 9318 
第59図243、写真図版20-373 FJ29-l 石匙 流紋岩 4.90 1.94 0.80 6.95 9058 
第59図244、写真図版20-374 FI30-4 石匙 珪質頁岩 5.88 1.55 1.12 6.30 9325 

写真図版20-377 FH31-3 不定形石器 I -1 -A 珪質頁岩 2.46 1.92 0.98 4.90 9159 
写真図版20-375 FH3H 不定形石器 I -1 -A 珪質頁岩 2.38 1.12 0.44 0.95 9132 
写真図版20-379 FI30-1 不定形石器 I -1 -A 珪質頁岩 2.74 2.10 0.82 6.20 9095 
写真図版20-380 FI31-1 不定形石器 I -1 -A チャ ー ト 2.74 2.16 0.80 3.60 9061 
写真図版20-381 FH31-3 不定形石器 I -1 -A 珪質頁岩 1.57 1.56 0.32 0.50 9160 
写真図版20-382 FI30-1 不定形石器 I -1 -A チャート 2.06 1.98 0.73 2.85 9147 
写真図版20-378 FI31-1 不定形石器 I -1 -A 珪質頁岩 2.13 1.72 0.48 1.55 9060 
写真図版20-383 FG31-4 不定形石器 I -1 -A 流紋岩 3.18 2.10 1.02 4.50 9281 
写真図版20-384 FJ29-2 不定形石器 I -1 -A 珪質頁岩 3.98 1.67 4.60 3.10 9291 
写真図版20-376 FI29-2 不定形石器 I -1 -A 珪質頁岩 5.38 1.67 0.74 5.60 9259 
写真図版20-385 FH30-3 不定形石器 I -1 -A 頁岩 4.10 2.46 0.75 6.20 9193 
写真図版20-386 FG31-3 不定形石器 I -1 -A 珪質頁岩 2.49 1.54 0.42 1.34 9190 
写真図版20-387 FI31-1 不定形石器 I -1 -A 珪質頁岩 2.40 1.72 0.40 1.40 9313 
写真図版20-388 GA30-2 不定形石器 I -1 -A チャート 2.31 1.40 0.84 2.60 9363 
写真図版20-389 FJ28-1 不定形石器 I -1 -A 珪質頁岩 3.59 2.50 0.52 4.35 9345 
写真図版20-391 FI31-1 不定形石器 I -1 -A チャート 0.86 1.44 0.62 0.70 9311 
写真図版20←392 EG37-3 不定形石器 I -1 -B 珪質頁岩 2.29 1.66 0.82 3.30 9358 
写真図版20-393 FH36-1 不定形石器 I -1 -B 流紋岩 2.50 2.15 0.46 2.25 9354 
写真図版20-390 FF32-2 不定形石器 I -1 -B ホルンフェルス 3.21 1.97 0.98 4.55 9300 
写真図版20-403 FJ30-3 不定形石器 I-1-B 珪質頁岩 2.75 2.33 1.04 7.35 9169 
写真図版20-394 FG32-l 不定形石器 I-1-B 珪質頁岩 2.62 2.46 0.38 2.00 9113 
写真図版20-396 FH30-3 不定形石器 1-1-B 珪質頁岩 2.54 1.66 1.50 7.00 9194 
写真図版20-397 FH31-3 不定形石器 I -1 -B チャート 2.30 1.58 0.48 1.78 9183 

第59図245、写真図版20-399 FG31-3 不定形石器 I -1 -B チャート 4.17 2.49 0.84 7.30 9187 
第59図246、写真図版20-400 FI31-2 不定形石器 1-1-B チャート 3.56 1.82 0.56 2.73 9062 

写真図版20-402 FH29-3 不定形石器 1-1-B チャート 2.24 1.55 0.66 1.85 9145 
写真図版20-395 FF32-2 不定形石器 1-1-B 蛋白石 3.30 2.10 0.96 3.72 9196 
写真図版20-398 FG31-4 不定形石器 I-1-8 珪質頁岩 7.14 2.64 1.28 30.0 9197 
写真図版20-404 FI30-1 不定形石器 I -1 -B 珪質頁岩 2.27 2.12 0.74 2.90 9146 
写真図版20-405 FH31-3 不定形石器 I -1 -B チャート 7.20 4.94 1.83 65.0 9287 
写真図版20-401 FJ30-3 不定形石器 I -1 -B 珪質頁岩 2.56 1.44 0.96 2.80 9211 
写真図版20-406 FI31-4 不定形石器 I -1 -B 珪質頁岩 4.10 2.90 1.01 9.60 9221 
写真図版20-407 FG31-3 不定形石器 I -1 -B チャート 2.57 1.06 0.55 1.25 9188 
写真図版20-408 FH31-3 不定形石器 I -1 -B 珪質凝灰岩 1.86 1.67 0.47 1.55 9149 
写真図版20-409 GA25-2 不定形石器 I -1 -B チャート 2.50 1.60 0.50 0.18 9357 
写真図版20-410 FH32-1 不定形石器 1-1 -B チャート 3.68 2.58 1.12 8.90 9359 
写真図版20-411 FH31-4 不定形石器 I -1 -8 珪質凝灰岩 2.48 1.55 0.95 3.20 9297 
写真図版20-412 FH32-l 不定形石器 I -1 -B チャート 1.44 1.44 0.28 0.50 9333 
写真図版21-413 FH30-3 不定形石器 I -1 -C 珪質頁岩 2.17 1.40 0.53 1.40 9151 
写真図版21-414 GA25 不定形石器 I-1-C 珪質頁岩 2.40 2.18 0.68 2.80 9356 
写真図版21-415 FH31 不定形石器 I-1-C 珪質頁岩 1.86 1.40 0.30 0.45 9347 
写真図版21-416 FJ30-3 不定形石器 I -2 -A 珪質頁岩 3.54 2.50 0.50 4.20 9213 

第59圏247、写真図版21-417 GA31-2 不定形石器 I -2 -A チャート 4.45 2.68 1.10 13.5 9069 
写真図版21-418 FJ30-3 不定形石器 I -2 -A 珪質頁岩 3.62 2.14 1.05 3.95 9212 
写真図版21-419 FI30-1 不定形石器 I -2 -A チャート 2,66 1.70 0.88 3.35 9240 

第59図248、写真図版21-420 FH32-l 不定形石器 I -2 -A 珪質頁岩 3.44 2.88 0.92 8.10 9340 
写真図版21-421 FH30-3 不定形石器 I -2 -A チャート 1.90 1.32 0.37 0.90 9307 
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写真図版21-422 F J27-1 不定形石器 I -かA 流紋岩 3.30 1.56 0.62 2.40 9331 
写真図版21-423 FI31-1 不定形石器 I -2 -A チャート 2.72 2.11 1.10 5.10 9330 
写真図版21-424 FI28-1 不定形石器 I -2 -A チャート 4.41 1.45 1.02 5.70 9329 
写真図版21-425 FG31-3 不定形石器 1-2-B 珪質頁岩 2.72 1.40 1.05 2.60 9293 
写真図版21-426 FH31-3 不定形石器 I-2-B 黒曜石 1.53 1.06 0.42 0.70 9127 
写真図版21-427 FI30-1 不定形石器 I -2 -B 珪質頁岩 3.33 2.26 0.66 4.65 9096 
写真図版21-428 FI30-3 不定形石器 I-2-B チャート 2.72 2.02 0.72 0.40 9260 
写真図版21-429 FH31-3 不定形石器 I-2-B 珪質頁岩 1.57 1.68 0.67 1.65 9229 
写真図版21-430 FI30-3 不定形石器 1-2-8 珪質頁岩 2.92 1.82 0.46 2.18 9251 
写真図版21-431 EF27-1 不定形石器 1-2-8 流紋岩 3.02 2.46 1.78 4.45 9112 
写真図版21-432 FG31-3 不定形石器 1-2-8 珪質頁岩 1.87 2.35 1.01 7.85 9189 
写真図版21-433 FI31-5 不定形石器 1-2-B 黒曜石 1.25 0.94 0.36 0.45 9267 
写真図版21-434 FJ30-3 不定形石器 I -2 -B チャート 2.18 1.45 0,99 1.65 9296 

第59図249、写真図版21-435 FI30-1 不定形石器 I -2 -C チャート 3.24 2.81 0.84 4.40 9241 
写真図版21-436 FI31-l 不定形石器 I -2 -C チャート 3.14 1.32 0.80 2.70 9312 
写真図版21-437 FI31-3 不定形石器 I-3-B チャート 4.03 1.50 1.08 5.40 9232 

第60図250、写真図版21-438 FI30-3 不定形石器 II-1-A チャート 3.70 2.53 0.81 6.90 9266 
写真図版21-439 GA29-1 不定形石器 Il-1-A チャート 5.64 4.02 1.15 36 9369 

第60図251、写真図版21-441 EH30-1 不定形石器 II-1-A 珪質頁岩 4.24 2.19 0.59 5.30 9336 
写真図版21-442 FI29-4 不定形石器 II-1-A 珪質頁岩 2.50 2.04 0.61 2.60 9338 
写真図版21-443 FH31-2 不定形石器 II-1-B 珪質頁岩 2.24 2.11 0.65 1.90 9134 
写真図版21-444 FI30-1 不定形石器 11-1-B 珪質凝灰岩 2.42 2.01 0.66 3.50 9205 

第60図252、写真図版21-445 FI31-2 不定形石器 Il-1-B 珪質頁岩 5.10 3.36 0.85 16.1 9319 
写真図版21-446 FJ30-3 不定形石器 II-1-B 珪質頁岩 4.30 5.41 0.78 9.70 9295 

FJ30-3 不定形石器 II-1-D 流紋岩 2.54 1.62 0.75 1.30 9195 
写真図版21-447 FH31-4 不定形石器 II-1-D 珪質頁岩 2.71 2.09 0.28 1.50 9342 
写真図版21-448 不明 不定形石器 II-2-A チャート 2.72 2.42 0.92 5.60 9366 
写真図版21-449 FJ30-1 不定形石器 II-2-A チャート 3.16 2.32 1.07 8,70 9353 
写真図版21-450 FJ30-1 不定形石器 II-2-B 珪質頁岩 3.00 1.36 0.96 4.70 9352 
写真図版21-451 EG31-1 不定形石器 II-2-C チャート 3.19 3.02 0.90 6.50 9114 
写真図版21-452 FJ27-1 不定形石器 II-2 -D チャート 2.76 1.94 0.58 2.50 9334 

FH31-3 不定形石器 II-3-B 珪質頁岩 2.57 1.74 0.49 1.85 9161 
写真図版21-453 GA30-2 不定形石器 II-3-B チャート 2.20 2.03 2.64 0.20 9364 
写真図版21-454 GA28-1 不定形石器 II-3-D 珪質頁岩 1.79 2.22 0.47 1.70 9306 

FH31-2 不定形石器 II-3-E 珪質頁岩 2.70 2.07 0.73 3.55 9177 
写真図版21-455 FI31-1 不定形石器 Ill-2 -B チャート 2.53 2.23 0.75 3.30 9310 
写真図版21-456 FH31-1 不定形石器 IV 珪質頁岩 2.47 2.02 1.03 4.45 9133 
写真図版21-457 FH30-3 不定形石器 IV 珪質頁岩 2.44 1.83 0.84 3.95 9142 

第60図253、写真図版21-458 FH30-3 不定形石器 IV 珪質頁岩 3.04 1.75 1.12 6.60 9171 
写真図版21-440 FJ30-6 不定形石器 N チャート 2.80 2.39 1.21 7.30 9337 
写真図版21-459 FJ31-1 不定形石器 N 珪質頁岩 1.92 1.89 0.84 2.55 9360 
写真図版21-460 FI28-3 不定形石器 IV 珪質頁岩 3.31 2.46 0.86 6.20 9341 
写真図版21-461 FH29-3 不定形石器 V チャート 3.10 1.78 0.70 2,70 9292 

第60図254、写真図版21-462 FI31-4 不定形石器 V 珪質頁岩 4.20 3.83 0.77 12.5 9222 
写真図版21-463 FG31-4 不定形石器 V チャート 3.44 3.30 1.02 7.60 9198 

第60図255、写真図版21-464 FG31-4 不定形石器 V 珪質頁岩 3.47 2.44 1.10 5.55 9178 
写真図版21-465 FH32-2 不定形石器 V 珪質頁岩 5.22 2.48 0.84 9,85 9097 
写真図版21-466 FJ27-1 不定形石器 V 珪質頁岩 2.19 1.72 0.64 2.10 9332 
写真図版21-467 FH31-2 打製石斧 斑岩 10.32 6.60 2.63 248 9375 

第60図256、写真図版22-468 F J31-1 磨製石斧 凝灰質砂岩 8.70 4.92 2.90 189 9283 
写真図版22-469 表採 磨製石斧 斑蠣岩 4.09 4.50 2.32 61 9285 
写真図版22-470 FG32-1 磨製石斧 斑岩 8.97 3.75 1.98 84 9374 

第60図257、写真図版22-471 FI29-3 磨製石斧 細粒砂岩 5.83 9.68 2.80 304 9302 
写真図版22-472 FI29-3 磨製石斧 珪質頁岩 4.33 5.07 1.83 86 9301 
写真図版22-476 FJ31-1 石斧未製品 細粒砂岩 12.00 4.74 1.26 105 9270 
写真図版22-473 FG32-3 石皿 礫岩 12.18 8.30 4.74 544 9376 
写真図版22-474 FJ31-1 敲石 頁岩 11.56 5.93 1.24 315 9284 

第60図258、写真図版22-475 FI28-1 敲石 中粒砂岩 11.38 4.50 3.81 278 9372 
写真図版22-478 FI30-3 石製円盤 溶結凝灰岩 6.00 5.92 1.35 86 9288 

第60図260、写真図版22-479 FH30-3 石製円盤 凝灰質砂岩 4.68 4.30 0.95 34 9286 
写真図版22-480 FI30-l 石製円盤 閃緑岩 3.48 3.30 0.40 7.85 9148 

第60図261、写真図版22-481 FH30-3 石製円盤 粘板岩 6.22 5.55 1.03 58 9326 
FJ29-3 石製円盤 アプライト 5.40 5.31 0.94 40.3 9377 

第60図262、写真図版22-482 FI28-1 礫石器 凝灰質砂岩 10.60 9.82 3.37 406 9371 
写真図版22-483 FI30-2 凹石 中粒砂岩 11.60 8.44 2.52 235 9373 
写真図版22-484 FG29-1 凹石 斑蠣岩 12.80 7.68 3.05 460 9370 
写真図版22-486 FH29-2 凹石 ドレライト 15.37 4.56 2.26 325 9308 

第60図263、写真図版22-485 FJ30-2 凹石 ヒン岩 11.60 8.25 3.30 480 9379 
写真図版22-487 FI31-2 凹石 頁岩 22.30 4.59 2.68 408 9381 
写真図版22-488 FJ29-1 石棒 粘板岩 13.70 2.44 0.98 59 9071 
写真図版22-489 FI28-2 石棒 細粒砂岩 12.28 4.45 1.80 135 9367 
写真図版22-490 FG32-3 石棒 頁岩 7.86 3.48 1.08 40.1 9328 
写真図版22-492 FI31-2 石棒 細粒砂岩 15.64 3.87 1.24 121 9380 

第60図264、写真図版22-491 FG30-4 石剣 頁岩 15.08 3.00 12.2 88 9378 
第60図259、写真図版22-477 FJ30-1 石製品 アプライト 7.03 3.51 2.45 90 9282 
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4 骨角器（第61図265•266)

堂の前貝塚出土動物遺存体に混じって、骨角器2点が出土している。2点とも火を受け白色化して

いる。

265は、 FF32グリ ッ ト2層から出土した、骨針あるいは刺突具の先端部と思われる破片である。先

端部に行くに従って細く鋭利になっている。現存長は、 20.1mmである。材質は鹿角で、裏面に特徴的

な海綿質が見られる。器体はよく研磨されている。

266は、 FG31グリ ッ ト4層から出土した棒状の製品の先端部と思われる破片である。先端部は、や

や尖る。現存長13.8mmである。材質は鹿角で、表面中央部にわずかながら自然面の凹凸が見られ、裏

面の中央部には海綿質が見られる。

履＇ 
日
闘
)

゜
265 ゜

266 

0

-
5 ． c m 

第61図遺構外出土土骨角器

第36表遺構外出土骨角器一覧表

図 版 地点・層 器 種 材質 長さ 幅 厚さ 重さ
登録
番号

第61図265 FF32-2 骨針？剌突具？ 鹿角 0.1 6.1 3.3 0.3 879 

第61図266 FG31-4 棒状製品 鹿角 3.8 5.9 5.1 0.35 880 

（単位 mm,g) 

5 動物遺存体

堂の前貝塚出土動物遺存体種名

軟骨魚綱 サメ目の一種

硬骨魚綱 アイナメ

哺乳綱 1 イノ シシ

2 シカ

発掘調査では、約350点（骨約250点、貝類約100点）の動物遺存体が出土している。骨は、すべて

焼けて白色化した小破片である。関節部の残るものを中心に部位と種の同定を行った。焼けて変形し

ているため種不明とせざるを得ない資料もあり、種同定できた資料は18点と少ない。
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同定の結果、魚類2種（サメ目の一種、アイナメ）、哺乳類2種（イノシシ、シカ）の 4種が確認

できた。

哺乳類は、イノシシ 9点、シカ 5点で、出土部位はほとんどが尺骨、中手骨、踵骨などの四肢骨を

構成する部位の破片である。イノシシは、 9点中3点が骨端の癒着していない若い個体のものであっ

た。

魚類は、サメ目の一種1点、アイナメ 3点で、すべて脊椎骨であった。

このほか、フジツボ類、貝類などの出土があったが、すべて撹乱層からの出土であるため割愛した。

今回の調査では、貝層は確認されなかったが、出土した動物遺存体は、 FF32埋設土器の周辺の炭

化物範囲からの出土がほとんどであった。

出土動物遺存体の内容については、以下の表に示した。

第37表 出土動物遺存体一覧表

グリット 層位 種 名 部 位 数 備 考

FG31 3層 サメ目の一種 脊椎骨 1 
小型の種

FG31 3層 シカ 鹿角片 1 

FG31 3層 イノシシ 踵骨 (R) 1 
近位端（若獣）

FG31 4層 イノシシ 尺骨 (R) 1 

FG31 4層 イノシシ 撓側手根骨 (R) 1 

FF32 2層 イノシシ 第4中手骨 (L) 1 
遠位端

FF32 2層 イノシシ 第4中手骨 (L) 1 
遠位端（若獣）

FH30 2層 シカ 中節骨 (L) 1 
近位端

FH30 3層 イノシシ 中節骨 (L) 1 

FH31 2層 アイナメ 腹椎 3 

FH31 3層 シカ 中節骨 (L) 1 
近位端

FH31 3層 シカ 鹿角片 1 

FH32 3層 イノシシ 尺骨 (R) 1 
遠位端（若獣）

FH32 3層 イノシシ 末節骨 (R) 1 

FI 2 7 3層 シカ 中節骨 (R) 1 
遠位端

FI 3 0 5層 イノシシ 胸椎 1 
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堂の前貝塚遠景北より

A区近景西より

B区近景西より

写真図版
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写真図版 2 
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A区遺構検出状況

1号住居 2号住居. 3号住居
EF37-6ピット 完掘り状況

北より

1号住居. 2号住居 3号住居
EF37-6ピット．
EF37-7ピット．
EF37-8ピット．
南北セクション

西より



1号住居 1ピット半掘状況北より

1号住居 2ピット北より

2号住居 1ピット.2ピット
半掘状況西より

写真図版 3 
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写真図版 4 
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2号住居 3ピット半掘状況

北より

EF37-1ピット半掘状況

西より

EF37-2ピット半掘状況

西より



EF38-1ピット半掘状況

東より
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報 告 書 抄 録

ふりがな どうのまえかいづかはっくっちょうさほうこくしょいち

書 名 堂の前貝塚発掘調査報告書l

副 書 名 団体営農道整備事業農道久野立U線改良工事に伴う緊急発掘調査

巻 次

シ リーズ名 陸前高田市文化財調査報告書

シリーズ番号 第1羽に

編著者名 佐藤正彦熊谷賢高橋和弥

編集機関 陸前高田市教育委員会

所 在 地 ⑮ 29-22 岩手県陸前高田市高田町字館の沖110 TEL 0192-54-2111 

発行年月日 西暦 1997年 3月31日

ふりがな ふりがな コ -- ド 調査期間 調 調査原因
所収遺跡 所 在 地 北 緯 東経

市り菌謬号 rrf 
; 

どうのまえ力いづか ＂つで fんり＜ぜ“こ討こし

堂の前貝塚 岩手県陸前高田市 :NF68ー 38度 141度 19001101......, l, 200m2 団体営農道
よねさきちょうあざどうのまえ : 2130 59分 40分 19961214 整備事業農
米崎町字堂の前 56秒 37秒 道久野立山

; 

線改良工事
85-1ほか

： 

： 

； 
; 

; 

所 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

堂の前貝塚 貝塚 縄 竪穴住居 3棟 縄文土器（中・後期） 縄文時代後期の集落跡
集落 跡 土坑 譴 土偶

埋設土器 l基 土製品 縄文時代後期初頭の遺
石器 物包含層
石製品
骨角器
自然遺物（アスファル
ト・飢節直存体）
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